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表紙の写真：「奥多摩町」（奥多摩町第 36 回写真コンクール入選作品「五月晴れ」）撮影者：酒井卓真
総面積の94％を森林が占めており、これらの森に育まれた水は奥多摩湖へと注がれ、東京都の貴重な水源として利用されています。

　「檜原 森のおもちゃ美術館」（檜原村）
総面積の93％が森林という、檜原村の豊かな森の恵みを生かした体験型美術館です。



［テーマ］

木への想い
人々の暮らしに身近な木は、私たちの生活を支え、癒しを与えてくれるだけではなく、

地球環境の保全においても欠くことのできない大切な存在です。
今号では、そうした木に対する各自治体の想いを込めた取組を紹介します。

［つなぐ　つづける　つくりだす〜エコなミライへ〜］ 品川区
令和4（2022）年5月、戸越公園の一角にオープンした品川区立環境学習交流施設「エコルとごし」。区の環境教育・環境コミュニケー

ションの拠点として整備された本施設の内外装材や家具には、交流自治体や多摩産材の木材を多く利用しています。品川区民が気軽に
森林を実感することは難しいですが、施設を利用することで木の香りやぬくもりを感じてもらえたらと思っています。また、木材の使
用は、豊かな森林の成長につながり、地球環境の保全に寄与するものです。本施設が、「植える→育てる→伐る→使う」といった適切な
森林の循環を学び、考えるきっかけとなることを願っています。

コミュニティラウンジエコルとごし外観

［福島市との連携による森林整備事業「あらかわの森」］ 荒川区
荒川区は平成28（2016）年に福島県福島市と友好都市協定を結び、酒米の稲刈り体験や区内イベントでの交流など、さまざまな取組

を続けています。
その一環として令和4（2022）年度から、ゼロカーボンシティの実現を目指し、福島市の自然に触れ、環境問題について考えるきっか

けとなるよう、区内在住・在学の小学生と保護者を対象とした「あらかわの森植樹ツアー」を実施しています。
このツアーでは、福島市を流れる清流・荒川のほとりにある市有林の一部を「あらかわの森」と名付け、植樹や間伐などの森林整備を体

験するほか、稲刈り体験も行っています。自然に触れながら学ぶ本事業は、参加した子どもたちにとって忘れがたい体験となっています。
今後も福島市との交流を深めるとともに、「あらかわの森」を通じて、環境への関心や地球温暖化防止への意識を区民一人ひとりに広げ

ていきます。

森林整備体験（植樹） 稲刈り体験

1



グリーンバンク全国みどりと花のフェアかつしかのポスター

［「遠野の森」ベビーギフト］ 武蔵野市
令和6（2024）年度、武蔵野市は友好都市である岩手県遠野市と、森林保全の推進等に関する連携協定を締結しました。これは、遠野

市が有する森林の整備・保全及び木材の有効利用を実施することにより、地球温暖化防止等の森林の多面的な機能の発揮の促進や、環
境学習を通じた地域間交流の推進を目的としたものです。

令和8（2026）年1月からは、森林環境譲与税を活用して、遠野市の木材で作ったおもちゃを新たに市民となる０歳児の誕生祝い品と
して贈呈する事業を始めました。
「子どもにやさしいおもちゃは、地球にもやさしいおもちゃ」をコンセプ

トに、お子さんに木製おもちゃならではの手触りとぬくもり、心地よい音
や香りを感じ、木の良さに触れていただくとともに、木材を使うことが豊
かな森林を守ることにつながるという木材利用の意義を伝え、木育を推進
していきます。

友好都市･岩手県遠野市の森林

遠野市の木材で作ったおもちゃ（ゾウ）

画像を切り抜いて差替していただければ
と思います（画質がよりよくなると思い

ベビーギフトに添えるメッセージカード

［全国みどりと花のフェアかつしか］ 葛飾区
葛飾区では、グリーンバンク事業を実施しており、宅地の造成、家屋の増改築等で不要となった樹木を希望する区民から預かり、

区内にあるグリーンバンクに仮植し、希望者に引き取ってもらうことにより、樹木の伐採を抑制し、保全することを目的としています。
昭和58（1983）年以降、区民から約8,000本の樹木提供と引き取り実績があり、葛飾区内の緑化推進に寄与しています。
また、葛飾区では、令和8（2026）年5月16日から6月14日まで「全国みどりと花のフェアかつしか」を開催します。本フェア開催期間

中には全国の緑の関係者が一堂につどい、広く都市緑化意識の高揚を図ることなどを目的に、毎年１回、全国の自治体を巡って開催
している、「全国「みどりの愛護」のつどい」を開催します。本フェアを契機に、緑と花を通してコミュニティをより一層活性化させ、
様々な社会課題を解決し、持続可能で発展し続ける葛飾区ならではのまちづくりを推進していきます。
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［森林と共生する地球温暖化への取組］ 国立市
国立市は令和3（2021）年にゼロカーボンシティを宣言し、令和12（2030）年までに温室効果ガスを60％削減する「地球温暖化対策実行

計画」を進めています。施策の一つとして、友好交流都市である北秋田市と連携し、森林環境譲与税を活用した間伐･保育などの森林整
備を実施し、得られた認証CO2吸収量は本市の排出量と相殺するほか、間伐材は林産品として活用されています。

また、令和元（2019）年度からは、市内児童が北秋田市で植樹やマタギ文化を学ぶ「マタギの地恵体験学習会」に参加しています。マタ
ギ文化や森林の恵みに触れる体験を通じ、都市では得がたい学びが深められました。森林整備と文化体験の双方を通じ、「木への想い」
を次世代へつなぐ取組を進めています。

作業中間伐作業後

国立市マタギ体験（植樹）国立市マタギ体験（自然体験）
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［森との付き合い方］ 奥多摩町
全域が秩父多摩甲斐国立公園に含まれ、94％を森林が占める奥多摩町。
かつては林業が町の基幹産業として栄えましたが、木材の輸入自由化等により、徐々に衰退して

いきました。こうした難しい状況にあるなか、野村不動産グループから「森を、つなぐ」東京プロ
ジェクトの提案がありました。これは、奥多摩町に企業として山を保有し、生物多様性を維持しつ
つ、「植林」「保育」「収穫」というサイクルを回して循環する森づくりを行うとともに、生産した木材
のサプライチェーンを構築し、収穫後、製材した木を都市部で利活用するという経済循環も創出し
て、地元の産業や雇用の創出をも目指すという100年先を見据えた壮大なプロジェクトです。

プロジェクト推進にあたり、奥多摩町と野村不動産ホールディングス株式会社は「持続可能な社
会の実現に関する包括連携協定」を締結するとともに、町が保有する山林約130haにおいて森林施業
を行うため、30年間の地上権設定契約を締結しました。

未来を見据えた新しい取組が、奥多摩の森で始まっています。

伐採作業上空からの奥多摩町 プロジェクトで伐り出された杉

［まちに新しいストーリー　「まつぼっくる」がひらく未来］ 清瀬市
清瀬市立中央公園内に新たな複合施設「まつぼっくる」が、令和

8（2026）年2月にオープンしました。この施設は、児童館、図書
館、地域市民センターといった機能を備え、中央公園との一体的
な整備を通じて、子どもの居場所作りや多世代交流の拠点を目指
しています。建築設計は隈研吾建築都市設計事務所が担当し、多
摩産材を用いたルーバーが設置されたエントランスホールでは、
木のぬくもりを感じられる空間を演出しています。更に、公園内
には鉄道車両「夢空間」を設置し、地域の新たなランドマークとし
てにぎわいの創出を図ります。中央公園は現在一部工事中です
が、令和8（2026）年10月には、公園全域がオープンします。

エントランスホール

外観鳥瞰図
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自動草刈り前

自動草刈り後

苗木生産ハウス

［伝統を次代へ繋ぐ、椿の島の挑戦］ 利島村
利島の椿産業では、老木の伐採による更新と作業効率化を進めるとともに、実の成りの良い優生木を母樹として挿し木を行い、苗

木生産体制の構築を通じて、将来的な実の収穫量の安定化を目指しています。苗木は将来的な品質向上や収量確保に寄与する重要な資
源であり、持続可能な産業の基盤となります。さらに、自動草刈機の実証実験を通じて圃場管理への新技術導入の可能性を探ってお
り、省力化や作業安全性の向上に向けた検討を進めています。今後も高齢化や後継者不足への対応として、ICTの活用や観光資源との
連携を視野に入れ、地域の特性を活かした持続可能な産業モデルの構築を目指しています。

断幹した椿

自動草刈機本体        
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都
市
木
造
の
展
開

「
東
京
丸
の
内
に
高
さ
１
０
０
ｍ
を
超
え
る
木
造
ビ
ル

建
設
」
と
言
わ
れ
て
信
じ
る
人
は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
実
際
に
進
行
中
で
あ
る
。

２
０
０
０
年
の
建
築
基
準
法
改
正
か
ら
、
都
市
部
に
建

つ
木
造
建
築
、「
都
市
木
造
」
が
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に

な
っ
た
。
現
在
、
特
に
東
京
駅
周
辺
で
は
こ
の
都
市
木
造

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
多
数
進
行
し
て
い
る
。
普
通
に
歩
い

て
い
る
と
、
あ
ま
り
気
づ
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
少

し
見
上
げ
て
み
る
と
建
物
正
面
に
木
材
の
仕
上
げ
が
な
さ

れ
た
ビ
ル
、
上
層
階
が
木
造
の
ビ
ル
、
木
造
の
柱
・
梁
が

見
え
る
ビ
ル
に
気
が
つ
く
だ
ろ
う
。

東
京
駅
周
辺
で
は
、
２
０
２
１
年
に
、
銀
座
で
地
上
12

階
の
「HU

LIC
 &

 N
ew

 G
IN

Z
A

 8

」
が
竣
工
し
た
。

建
物
外
装
に
木
肌
を
活
か
し
た
ル
ー
バ
ー
が
あ
し
ら
わ
れ

て
い
る
ビ
ル
で
あ
る
が
、
建
物
の
中
に
入
れ
ば
、
柱
梁
の

構
造
材
に
も
木
材
が
多
用
さ
れ
た
木
造
空
間
を
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
２
０
２
２
年
に
は
、
兜
町
に
地
上
10
階

建
て
の
「KITO

KI

」
が
竣
工
す
る
。
構
造
体
や
内
外
装

材
に
加
え
、
型
枠
材
な
ど
で
も
木
材
を
多
用
し
て
心
地
よ

く
働
く
環
境
を
提
供
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
技
術
的
に
も

メ
ガ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
と
サ
ブ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
の
構
成
で
、

よ
り
木
が
使
い
や
す
い
将
来
の
都
市
木
造
の
可
能
性
を
提

案
し
て
い
る
。
２
０
２
３
年
に
新
橋
で
は
、
関
東
大
震
災

直
後
か
ら
復
興
建
築
資
材
を
供
給
し
て
き
た
ジ
ュ
ー
テ
ッ

ク
が
「
ジ
ュ
ー
テ
ッ
ク
本
社
ビ
ル
」
で
、
新
橋
赤
レ
ン
ガ

通
り
に
木
架
構
を
表
出
し
て
良
質
な
街
並
形
成
を
創
出
し

た
。
銀
座
外
堀
通
り
で
は
、
頂
部
４
層
が
木
造
の
12
階
建

の
商
業
複
合
ビ
ル
「
銀
座
髙
木
ビ
ル
」
が
竣
工
す
る
。
地

上
を
歩
い
て
い
る
と
気
づ
か
な
い
が
、
見
上
げ
る
と
銀
座
の

空
に
木
造
建
築
が
現
れ
る
。
溜
池
山
王
で
は
、
２
０
２
３

年
に
「
野
村
不
動
産
溜
池
山
王
ビ
ル
」
が
外
装
面
に
木
質

フ
レ
ー
ム
を
表
出
し
端
正
な
都
市
景
観
を
提
案
し
て
い

る
。
清
水
建
設
は
、
続
け
て
「
第
一
生
命
京
橋
キ
ノ
テ
ラ

ス
」
を
竣
工
さ
せ
る
。
木
質
空
間
に
よ
る
施
設
利
用
者
へ

の
付
加
価
値
の
提
供
と
し
て
木
に
囲
ま
れ
た
快
適
な
執
務

空
間
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
日
本
一
高
い
木
造
ビ
ル
は
、
２
０
２
２
年
に
横

HULIC &New GINZA 8KITOKI

野村不動産溜池山王ビル 銀座髙木ビル ジューテック本社ビル

腰原幹雄さん
 （東京大学生産技術研究所教授）

腰原教授は、木質構造を中心に、土や石、竹など
の自然材料の活用を構造の視点から研究し、木材
をほかの建築材料と同じように工学の視点で自由
に使えるようになることを目指されています。
都市部における木造ビルの普及を通じた森林活性
化の可能性などについて、ご寄稿いただきました。

木への想い
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論考

森
と
都
市
の
共
生

な
ぜ
、
こ
ん
な
に
東
京
の
中
心
に
木
造
の
ビ
ル
が
建
つ

よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
答
え
は
、
森
と
都
市
の
関
係

に
あ
る
。

日
本
に
は
、
法
隆
寺
に
代
表
さ
れ
る
１
３
０
０
年
以
上

の
歴
史
を
も
つ
伝
統
木
造
文
化
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
さ

ら
に
さ
か
の
ぼ
る
と
縄
文
時
代
の
竪
穴
式
住
居
や
高
床
式

倉
庫
に
源
流
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
と
も
と
雨
露
を

し
の
ぐ
建
物
は
、
身
近
で
容
易
に
入
手
可
能
な
材
料
を
使

用
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
建
物
の
大
き
さ
と
そ
れ
を
建

築
す
る
人
間
の
力
を
考
え
れ
ば
、
建
設
地
周
辺
の
材
料
を

使
う
の
が
あ
た
り
前
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
森
林
資
源
が

豊
か
で
あ
り
加
工
し
や
す
い
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
が
簡
単
に
入

手
で
き
た
点
か
ら
も
木
造
建
築
が
普
及
し
、
大
工
道
具
の

技
術
と
と
も
に
そ
の
建
築
技
術
が
発
展
し
て
き
た
。
し
か

し
、
森
林
が
豊
か
だ
か
ら
と
い
っ
て
木
造
建
築
が
適
し
て

い
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
地
震
、
火
災
な
ど
の
災
害
と

と
も
に
、
高
い
湿
度
に
よ
る
腐
朽
、
シ
ロ
ア
リ
な
ど
の
蟻

害
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
長
寿
命
の
木
造

建
築
を
生
み
出
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
時
代
に
求
め
ら
れ

る
要
求
性
能
を
満
足
す
る
と
と
も
に
、
材
料
を
生
産
す
る

森
林
資
源
の
状
況
に
よ
っ
て
も
使
用
部
材
、
使
用
量
を
調

整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
の
森
林
資
源
は
表
１
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
戦

後
造
林
し
た
樹
木
が
適
齢
期
（
10
齢
級
、
50
年
生
以
上
）

の
も
の
が
多
く
あ
り
、
伐
採
と
活
用
、
光
合
成
の
機
能
を

考
え
た
若
い
森
林
の
た
め
の
造
林
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。
簡
単
に
い
え
ば
、
早
く
伐
っ
て
新
し
い
木
を
植
え
て

若
い
森
を
増
や
し
た
い
、
伐
採
を
し
て
新
た
な
木
を
植
え

る
土
地
を
確
保
し
た
い
状
況
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
自
然
材
料
で
あ
る
木
材
に
つ
い
て
は
、
地
産
地

消
を
合
い
言
葉
に
、
地
域
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
、
そ
の

地
域
で
消
費
す
る
こ
と
が
理
想
と
さ
れ
る
が
、
従
来
の
小

規
模
な
木
造
住
宅
を
つ
く
る
場
合
に
は
こ
の
考
え
方
が
通

用
す
る
が
、
非
住
宅
、
よ
り
大
き
い
建
築
を
つ
く
る
場
合

に
は
、
こ
の
考
え
方
だ
け
で
は
通
用
し
な
い
。
森
林
資
源

の
豊
か
な
地
域
と
建
築
需
要
の
大
き
い
地
域
は
異
な
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
地
産
地
消
か
ら
都
市
部
で
の
消

費
、
地
産
都
消
の
概
念
が
必
要
と
な
る
。

森
林
資
源
が
余
剰
の
状
態
と
い
う
こ
と
は
、
建
築
需
要

を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
木
造
建
築
の
大

き
な
需
要
は
戸
建
住
宅
で
あ
っ
た
が
、
近
年
そ
の
需
要
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
人
口
減
少
を
考
慮
し
て
も
、
今
後
の

需
要
拡
大
は
望
め
な
い
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
た
の
が
都
市

木
造
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
木
造
建
築
で
実
現
で
き
な
か
っ

PROFILE
腰原幹雄（こしはら　みきお）

1968年千葉県生まれ。1992年東京大学工学部建築学科卒
業、2001年東京大学大学院博士課程修了、博士（工学）、構造設
計集団〈SDG〉、東京大学大学院助手、生産技術研究所准教授を
経て、2012年東京大学生産技術研究所教授。NPO team 
Timberize前理事長（理事）。『都市木造のヴィジョンと技術』
（共著、2012、オーム社）、『感覚と電卓でつくる現代木造住宅 
ガイド』（2014、彰国社）などの著書がある。下馬の集合住宅、幕
張メッセペデストリアンブリッジ、八幡浜市立日土小学校耐震改
修、油津運河夢見橋、金沢エムビルなどの構造設計を行う。構造
の視点からさまざまな材料の可能性の追及を続けている。

浜
に
建
設
さ
れ
た
「PO

RT PLU
S

」
で
、
地
上
11
階
、

高
さ
44
ｍ
と
な
っ
て
い
る
。
伝
統
木
造
建
築
で
は
、
塔
で

あ
る
東
寺
の
五
重
塔
が
高
さ
55
ｍ
、
平
屋
の
東
大
寺
大
仏

殿
が
高
さ
49
ｍ
と
な
っ
て
お
り
、
高
層
、
多
層
化
の
木
造

技
術
は
格
段
に
進
歩
し
て
い
る
。
ま
た
、
都
市
部
に
建
つ

木
造
建
築
と
し
て
地
震
に
対
す
る
耐
震
性
能
だ
け
で
な

く
、
火
災
に
対
す
る
防
耐
火
性
能
の
向
上
も
忘
れ
て
は
い

け
な
い
。

２
０
２
７
年
の
竣
工
を
目
指
し
て
、
地
上
18
階
、
高
さ

84
ｍ
の
「
日
本
橋
本
町
三
井
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ &

forest

」

が
着
工
し
て
い
る
。
周
囲
に
は
、「
日
本
橋
に
森
を
つ
く

る
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
４
８
０
㎡
の
緑
地
も
整
備

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
地
域
の
景
観
と
調

和
、
生
物
多
様
性
に
配
慮
し
た
環
境
づ
く
り
が
提
案
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、「
木
の
本
店
ビ
ル
」
を
目
指
し
た
地
上

20
階
建
、
高
さ
１
０
０
ｍ
を
超
え
る
木
造
ビ
ル「（
仮
称
）

東
京
海
上
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
計
画
」
が
着
工
し
て
い
る
。

第一生命京橋キノテラスPORT PLUS
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た
用
途
・
規
模
の
建
築
で
の
木
材
活
用
で
あ
る
。
耐
震

性
、
防
耐
火
性
か
ら
建
築
密
集
地
で
あ
る
都
市
で
避
け
ら

れ
て
き
た
木
造
建
築
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
や
鉄
骨

造
の
ビ
ル
と
同
じ
よ
う
な
性
能
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ

り
、
都
市
部
に
お
い
て
木
材
を
活
用
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
森
林
資
源
の
少
な
い
都
市
部
で
地
方
の
森

林
の
心
配
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
そ
れ
は
、
都

市
部
に
生
活
し
て
い
る
人
も
間
接
的
に
森
林
の
恩
恵
を
受

け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
表
２
は
、
森
林
の
多
面
的
機
能

を
示
し
た
も
の
で
、
森
林
は
林
業
と
し
て
の
物
質
生
産
だ

け
で
な
く
、
多
面
的
な
機
能
を
持
っ
て
お
り
、
保
健
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
快
適
環
境
形
成
、
水
源
涵
養
な
ど
都

市
部
の
住
民
、
地
球
環
境
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
都
市
部
も
積
極
的
に
森
林
の
活
性
化
に
協
力
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

第
二
の
森
林

地
球
環
境
問
題
か
ら
み
る
と
低
炭
素
社
会
と
し
て
は
、

森
林
の
光
合
成
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
吸
収
、
炭
素
貯
蔵
は

こ
れ
ま
で
も
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
木
造
建
築
界
で
は
も

う
ひ
と
つ
「
第
二
の
森
林
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
樹

木
の
光
合
成
は
、
そ
の
過
程
で
二
酸
化
炭
素
か
ら
炭
素
を

樹
木
の
中
に
固
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
固
定
さ
れ
た

炭
素
は
、
樹
木
が
燃
や
さ
れ
た
り
、
腐
っ
た
り
し
て
再
び

空
気
中
に
放
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
樹
木
が

木
材
の
形
の
ま
ま
で
い
れ
ば
空
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
貯

蔵
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
木
造
建
築
と
し
て

都
市
に
建
っ
て
い
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
都
市
に
建
つ
木
造
建
築
は
、
森
林
の
炭
素
固
定

機
能
を
引
き
継
ぐ
第
二
の
森
林
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
森
林
は
永
遠
で
は
な
く
、
建

物
の
解
体
で
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
循
環
の
周
期
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

ま
た
、
現
在
、
森
林
が
伐
期
を
迎
え
再
造
林
し
た
い
の

で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
、
伐
採
し
て
大
断
面
の
部
材
を
も
つ

高
層
木
造
建
築
を
建
設
し
て
、
こ
れ
を
将
来
の
木
造
建
築

の
た
め
の
木
材
資
源
の
貯
木
場
、
木
材
倉
庫
と
考
え
て
み

て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
森
林
資
源
の
供
給
の
谷
間
が
き
た

時
に
、
こ
う
し
た
大
規
模
木
造
の
解
体
と
あ
わ
せ
て
資
源

循
環
と
し
て
小
さ
い
木
造
建
築
で
再
利
用
す
る
。
大
き
い

部
材
を
少
し
小
さ
く
し
て
使
用
す
る
カ
ス
ケ
ー
ド
型
の
リ

ユ
ー
ス
が
木
造
建
築
に
は
適
し
て
い
る
。
万
博
の
大
屋
根

リ
ン
グ
も
、
部
材
を
そ
の
ま
ま
再
利
用
す
る
計
画
と
部
材

を
細
か
く
し
て
再
利
用
す
る
計
画
が
並
行
し
て
進
め
ら
れ

て
い
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
循
環
型
資
源
の
活
用
と
し
て
、

表２　森林の多面的機能

機　  能 具体事例
物質生産 木材・木製品／食料／工業原料／工芸材料

文化 景観・風致／学習・教育／芸術／宗教・祭礼／伝
統文化／地域の多様性維持

保健・レクリエーション 療養／保養／行楽／スポーツ
快適環境形成 気候緩和／大気浄化／快適生活環境形成
水源涵養 洪水緩和／水資源貯留／水量調節／水質浄化
土砂災害防止／
土壌保全

表面浸食汚止／表層崩壊防止／
その他土砂災害防止／雪崩防止／防風、防雪

地球環境保全 地球温暖化の緩和（二酸化炭素吸収）／
化石燃焼代替エネルギー／地球の気候の安定

生物多様性保存 遺伝子保全／生物種保全／生態系保全
資料：「日本学術会議（平成13年11月）地球環境・人間生活にかかわる農業及び

森林の多面的な機能の評価について（答申）」に基づき作成

資料：令和６年度森林・林業白書

表１　人工林の齢級構成の変化
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論考

環
境
に
や
さ
し
い
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
が
実
現
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
。

参
加
者

こ
う
し
た
都
市
木
造
の
提
案
は
、
現
在
、
大
手
ゼ
ネ
コ

ン
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
主
体
で
動
い
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
が
、
都
市
木
造
の
分
野
で
は
木
造
住
宅
を
支
え
て
き
た

住
宅
メ
ー
カ
ー
や
中
小
工
務
店
の
参
加
も
大
き
い
。
初
期

の
都
市
木
造
は
、
４
〜
５
階
建
程
度
と
規
模
が
小
さ
か
っ

た
た
め
で
あ
る
。
N
P
O
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ン
バ
ラ
イ
ズ
を

立
ち
上
げ
技
術
支
援
を
し
な
が
ら
、
５
階
建
集
合
住
宅

「
下
馬
の
集
合
住
宅
」（
２
０
１
３
年
・
世
田
谷
区
）、
４
階

建
集
合
住
宅
「
赤
羽
の
集
合
住
宅
」（
２
０
１
４
年
・
北

区
）、
８
階
建
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
「
国
分
寺
フ
レ
ー
バ
ー
ラ

イ
フ
本
社
ビ
ル
」（
２
０
１
７
年
・
国
分
寺
市
）
な
ど
が
東

京
で
建
設
さ
れ
た
。
初
期
の
都
市
木
造
の
実
現
の
背
景
に

は
、
発
注
者
の
意
識
が
大
き
か
っ
た
。
特
に
初
期
の
下
馬

の
集
合
住
宅
で
は
、
技
術
開
発
と
法
整
備
、
銀
行
融
資
な

ど
す
べ
て
が
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
小
規
模
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
現
ま
で
に
10
年
の
歳
月
を
要
し
た
。
発
注
者

に
辛
抱
強
く
長
い
実
現
期
間
を
忍
耐
強
く
併
走
し
て
も
ら

え
た
こ
と
が
実
現
に
つ
な
が
っ
た
。
建
物
の
経
済
性
だ
け

で
な
く
、
建
て
る
べ
き
建
物
を
建
て
る
と
い
う
信
念
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
都
市
木
造
か
ら
普
及
型
、
あ
る
い
は

少
し
郊
外
で
の
活
用
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
東
中
野
で

は
、
ま
ち
の
大
家
の
小
規
模
木
造
ビ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
地
元
建
築
設
計
事
務
所
、
工
務
店
に
よ
る
８
階
建

て
ペ
ン
シ
ル
ビ
ル
「O

S M
elia

」(

２
０
２
４
年
・
中
野

区
）
が
完
成
し
た
。
都
市
木
造
の
普
及
に
あ
た
っ
て
は
、

こ
う
し
た
中
層
木
造
の
技
術
の
標
準
化
が
必
要
に
な
る
。

都
市
木
造
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
が
あ
り
多
様
な
人
材

の
参
加
が
望
ま
れ
る
。
地
球
環
境
問
題
、
森
林
資
源
の
有

効
活
用
と
い
う
目
的
も
あ
る
が
、
日
本
の
木
造
建
築
文
化

の
発
展
と
い
う
視
点
で
は
、
豊
か
な
建
築
空
間
、
街
並
を

維
持
す
る
た
め
に
は
、
建
築
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
市

民
の
建
築
へ
の
興
味
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
も
必
須
で

あ
る
。
幸
い
木
造
建
築
、
木
材
は
人
力
で
も
加
工
、
維
持

管
理
が
可
能
な
材
料
で
あ
り
、
建
物
使
用
者
が
建
築
に
興

味
を
も
っ
て
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
す
る
と
と
も
に
使
い
や

す
い
空
間
へ
自
ら
Ｄ
Ｉ
Ｙ
と
し
て
改
良
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
。
そ
ん
な
愛
着
を
も
っ
た
木
を
使
っ
た
建
築
、
都

市
が
、
建
築
文
化
の
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
が
、
森
林
資
源
の
有
効
活
用
、
地
球
環
境
問

題
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
も
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

OS Melia

下馬の集合住宅赤羽の集合住宅国分寺フレーバーライフ本社ビル
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文
京
区
で
は
、
令
和
8
（
２
０
２
６
）
年
3
月
に

「
文
京
区
こ
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
す

る
た
め
、
令
和
6
（
２
０
２
４
）
年
度
か
ら
2
年
間
、

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
ど
も
の
権
利
は
、
住
む
所
が
変
わ
っ
て
も
そ
の
本

質
は
変
わ
ら
ず
、
他
自
治
体
の
先
行
事
例
は
大
い
に
参

考
に
な
り
ま
す
。
そ
の
分
、
各
自
治
体
と
も
、
独
自
性

を
ど
う
出
す
か
に
苦
心
し
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

文
京
区
で
は
、
①
こ
ど
も
の
声
を
聴
き
、
そ
の
意
見

を
条
例
に
反
映
す
る
こ
と
、
②
準
備
の
段
階
か
ら
こ
ど

も
の
権
利
に
つ
い
て
周
知
啓
発
を
進
め
て
い
く
こ
と
の

2
つ
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
ど
も
本
人
を
含
む
区
民
の
方
か
ら
広
く
意
見
を
い

た
だ
く
た
め
、
令
和
6
（
２
０
２
４
）
年
10
月
・
11
月

と
令
和
7
（
２
０
２
５
）
年
5
月
・
6
月
の
2
回
に
わ

け
て
W
E
B
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
区
報
や
区
ホ
ー

【取
組
1
】
2
回
の
W
E
B
ア
ン
ケ
ー
ト

こ
ど
も
全
員
に
ハ
ガ
キ
を
送
付

ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
0
歳
か
ら

18
歳
ま
で
の
こ
ど
も
約
3
万
5
千
人
に
本
人
宛
て
で
ハ

ガ
キ
を
送
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
ペ
ー
ジ
も
大
人
向
け
、
中
高
生
向

け
、
小
学
4
年
か
ら
6
年
向
け
、
小
学
1
年
か
ら
3
年

向
け
の
4
パ
タ
ー
ン
を
用
意
し
ま
し
た
。
質
問
や
選
択

肢
の
表
現
を
年
代
に
合
わ
せ
た
も
の
と
し
、
小
学
4
年

か
ら
6
年
向
け
は
ル
ビ
を
ふ
り
、
小
学
1
年
か
ら
3
年

向
け
は
全
て
ひ
ら
が
な
表
記
と
し
ま
し
た
。

就
学
前
の
こ
ど
も
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
宛
て
に
ハ

ガ
キ
を
送
り
、
回
答
は
保
護
者
に
大
人
向
け
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
延
べ
1
万
5
千
件
を
超
え

アンケートの周知ハガキ

る
回
答
を
得
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
小
学
生
か
ら
「
家

族
と
い
っ
し
ょ
に
い
ら
れ
る
こ
と
」
や
「
み
ん
な
と
過

ご
す
こ
と
」
も
こ
ど
も
の
権
利
で
あ
る
と
い
う
意
見
が

あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
、
条
例
に
「
家
族
や
大
切
な
人

と
一
緒
に
過
ご
せ
る
こ
と
」
を
こ
ど
も
の
権
利
の
項
目

と
し
て
新
た
に
追
加
し
ま
し
た
。

こ
ど
も
か
ら
直
接
声
を
聴
く
た
め
に
次
の
取
組
を
行

い
ま
し
た
。

ア　

b-lab

（
文
京
区
青
少
年
プ
ラ
ザ
、
中
高
生
の

居
場
所
施
設
）

ク
イ
ズ
サ
ー
ク
ル
が
作
成
し
た
こ
ど
も
の
権
利
に
関

す
る
ク
イ
ズ
を
楽
し
み
、
哲
学
対
話
の
手
法
で
話
し
合

い
ま
し
た
。

イ　
中
学
生
サ
ミ
ッ
ト
連
絡
会
（
区
立
中
学
校
の
生

徒
会
が
集
ま
っ
て
毎
年
開
催
）

令
和
7
（
２
０
２
５
）
年
度
は
、
こ
ど
も
の
権
利
に

つ
い
て
各
校
で
検
討
し
た
内
容
を
発
表
し
て
も
ら
い
ま

【取
組
2
】
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ　

認
知
度
の
向
上
を
目
指
し
て

文
京
区

こ
ど
も
が
主
役
の
条
例
づ
く
り

〜
文
京
区
こ
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
制
定
の
取
組
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し
た
。

ウ　
児
童
館

こ
ど
も
の
権
利
を
テ
ー
マ
と
し
た
す
ご
ろ
く
で
遊
ん

だ
後
に
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

エ　
小
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
や
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス

施
設
の
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、
選
択
肢

を
わ
か
り
や
す
く
整
理
し
た
絵
付
き
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

シ
ー
ト
を
用
い
て
聴
き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
区
で
は
、
9
月
か
ら
11
月
を
「
文
の
京
こ
ど

も
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
こ
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
啓

発
活
動
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
区
が
実
施
す
る
「
子
育

て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
や
地
元
商
店
会
等
が
主
催
す
る

「
本
郷
百
貨
店
祭
り
」、
青
少
年
健
全
育
成
会
が
主
催

す
る
「
文
の
京
こ
ど
も
ま
つ
り
」
等
で
は
、
来
場
者
に

シ
ー
ル
ア
ン
ケ
ー
ト
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

絵付きのヒアリングシート

子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
「
こ
ど
も
の
権
利
を

知
っ
て
い
る
か
」
に
つ
い
て
シ
ー
ル
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
っ
て
お
り
、
令
和
6
（
２
０
２
４
）
年
9
月
に
は

「
知
っ
て
い
る
」
が
46
・
8
％
で
し
た
が
、
令
和
7

（
２
０
２
５
）
年
9
月
に
は
79
・
9
％
と
30
ポ
イ
ン
ト

以
上
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
も
あ
っ
て
、

こ
ど
も
の
権
利
の
認
知
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

子育てフェスティバルの様子

条
例
前
文
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
区
内
中
高
生
か

ら
募
集
し
た
「
こ
ど
も
の
権
利
推
進
リ
ー
ダ
ー
」
と

リ
ー
ダ
ー
会
議
を
重
ね
、
こ
ど
も
た
ち
が
自
ら
の
手
で

案
を
作
成
し
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
会
議
は
、
令
和
7
（
２
０
２
５
）
年
1
月

か
ら
10
月
に
か
け
て
全
7
回
開
催
し
ま
し
た
。

当
初
は
数
人
の
応
募
し
か
な
か
っ
た
た
め
、
区
内
の

高
校
、
中
学
延
べ
26
校
を
訪
問
し
て
説
明
し
、
生
徒
に

お
知
ら
せ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
結
果
65
人
か
ら
申

込
が
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
会
議
は
の
べ
３
０
０
人
の
中
高

生
の
参
加
を
得
ま
し
た
。

前
半
3
回
の
会
議
で
は
、
東
洋
大
学
の
森
田
明
美
名

誉
教
授
の
特
別
講
演
や
、
自
分
の
体
験
か
ら
こ
ど
も
の

権
利
を
見
つ
め
直
す
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
ほ
か
、「
意
見

の
表
明
と
尊
重
」
や
「
こ
ど
も
の
最
善
の
利
益
」
な
ど

大
切
な
内
容
に
つ
い
て
学
び
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

前
半
の
イ
ン
プ
ッ
ト
を
前
提
に
、
ま
ず
、
「
こ
ど
も

の
権
利
の
現
状
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
自
分
た
ち
に
何

が
で
き
る
か
、
大
人
や
社
会
に
望
む
こ
と
は
何
か
」
を

「
リ
ー
ダ
ー
の
声
シ
ー
ト
」
に
ま
と
め
、
た
た
き
台
案

を
つ
く
り
ま
し
た
。
次
に
、
「
校
正
・
コ
メ
ン
ト
シ
ー

ト
」
で
た
た
き
台
案
に
赤
ペ
ン
を
い
れ
ま
し
た
。
リ
ー

ダ
ー
が
作
っ
た
シ
ー
ト
は
全
部
で
54
枚
に
の
ぼ
っ
て
い

【取
組
3
】
こ
ど
も
１
０
０
％
の
前
文
づ
く
り

こ
ど
も
の
権
利
推
進
リ
ー
ダ
ー
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前
文
案
作
成
後
は
、
リ
ー
ダ
ー
か
ら
の
要
望
も
あ
っ

て
、
8
月
に
「
文
京
区
議
会
議
員
と
の
意
見
交
換
会
」

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
区
報
ぶ
ん
き
ょ
う
1
月
1
日

号
の
「
新
春
対
談
」
に
て
、
リ
ー
ダ
ー
の
代
表
が
文
京

区
長
と
対
談
し
ま
し
た
。

こ
ど
も
の
権
利
推
進
リ
ー
ダ
ー
の
名
称
に
は
、
リ
ー

ダ
ー
の
活
動
を
通
し
て
得
た
気
づ
き
や
経
験
を
基
に
、

学
校
や
家
庭
な
ど
身
近
な
人
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
引
っ

張
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
ど
も
の
権
利
推
進
リ
ー
ダ
ー
の
今
後
の
活
躍
に
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

文
京
区
で
は
、
こ
の
条
例
を
制
定
し
、
様
々
な
取
組

を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
、

こ
ど
も
も
大
人
も
み
ん
な
が
正
し
く
知
っ
て
、
一
緒
に

守
っ
て
い
く
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

リーダーの声シート

ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
会
議
は
、
平
日
の
18
時
か
ら
90
分
間
の
予

定
で
し
た
が
、
こ
ど
も
た
ち
の
筆
が
止
ま
ら
ず
、
話
し

合
い
も
尽
き
ず
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
遣
い
に
も
こ

だ
わ
っ
て
検
討
さ
れ
、
20
時
近
く
ま
で
延
長
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
条
例
前
文
案
の
「
こ
ど
も

か
ら
の
声
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
ど
も
た
ち
の
生
の

声
を
通
じ
て
、
条
例
を
制
定
す
る
背
景
や
必
要
性
を
示

す
も
の
で
あ
り
、
正
に
こ
ど
も
１
０
０
％
の
前
文
と
い

え
ま
す
。

リーダー会議の様子
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日
の
出
町
は
、
都
心
か
ら
西
へ
約
50
㎞
に
位
置
し
、

町
の
大
部
分
は
緑
豊
か
な
丘
陵
地
帯
で
、
四
季
折
々
の

美
し
い
自
然
景
観
が
人
々
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

町
は
「
大
久
野
地
区
」
と
「
平
井
地
区
」
の
2
つ
に

Ⅰ　
日
の
出
町
の
概
要

ドローンで撮影した日の出山山頂

分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
特
色
を
持
ち
な
が

ら
、
互
い
に
支
え
合
い
、
1
つ
の
町
と
し
て
調
和
を

保
っ
て
き
ま
し
た
。

大
久
野
地
区
は
、
古
く
か
ら
林
業
や
農
業
が
盛
ん
な

地
域
で
す
。
豊
か
な
山
々
に
抱
か
れ
、
登
山
や
ハ
イ
キ

ン
グ
の
拠
点
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
名
の
由

来
と
も
な
っ
た
「
日
の
出
山
」
は
、
関
東
平
野
を
一
望

で
き
る
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
お
り
、
山
頂
か
ら
眺

め
る
朝
日
や
夜
景
は
格
別
で
す
。
そ
の
名
の
通
り
「
日

の
出
」
を
象
徴
す
る
存
在
と
し
て
、
多
く
の
登
山
客
や

町
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
日
の
出
山
の
麓
は
「
生

涯
青
春
の
湯　

つ
る
つ
る
温
泉
」
や
、
マ
ス
釣
り
・

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
め
る
「
さ
か
な
園
」
な
ど
、

「
観
光
」
の
中
心
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
平
井
地
区
は
、
人
口
の
3
分
の
2
が
居
住

し
、
交
通
の
便
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。
Ｊ
Ｒ
五
日
市

線
（
鉄
道
路
線
）
が
隣
接
し
、
町
内
を
走
る
都
道
や
圏

央
道
日
の
出
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
通
じ
て
、
多
摩
地

域
や
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
利
便
性
を
活
か
し
、
平
井
地
区
は
住
宅
地
を
は
じ

め
、
商
業
施
設
や
工
業
団
地
が
整
備
さ
れ
、
町
の
生
活

拠
点
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
「
イ
オ
ン

モ
ー
ル
日
の
出
」
は
広
域
か
ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る

大
型
商
業
施
設
と
し
て
知
ら
れ
、
町
の
新
た
な
顔
と
も

い
え
る
大
き
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
落
葉

広
葉
樹
を
中
心
と
し
た
林
層
構
造
の
丘
陵
地
帯
も
有

し
、
野
鳥
や
生
物
も
生
息
し
て
い
る
、「
ひ
の
で
野
鳥

の
森
自
然
公
園
」
は
、
町
民
を
は
じ
め
訪
れ
る
方
へ
癒

し
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
平
井
地
区
は
、
古

く
か
ら
の
農
村
風
景
と
現
代
的
な
都
市
機
能
が
共
存
し

て
い
ま
す
。

日
の
出
町

～
自
然
と
共
生
し
て
い
く
日
の
出
町
の
未
来
へ
～

合
併
70
周
年
・
町
制
施
行
50
周
年

日の出町イメージキャラクター「ひのでちゃん」
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町
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
昭
和
30
（
１
９
５
５
）

年
に
大
久
野
村
と
平
井
村
が
合
併
し
、「
日
の
出
村
」

と
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
節
目
で
す
。
そ
の
後
、
昭
和

49
（
１
９
７
４
）
年
に
は
町
制
を
施
行
し
、
現
在
の

「
日
の
出
町
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

以
来
、
町
は
「
自
然
と
人
が
調
和
す
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
、
農
林
業
の
振
興
と
都
市
的
機
能
の
整

備
を
両
立
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
町
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結
び
つ
き
が
強

く
、
伝
統
的
な
祭
礼
や
地
域
行
事
は
今
な
お
盛
ん
で
、

地
区
ご
と
に
受
け
継
が
れ
る
祭
り
等
は
、
世
代
を
超
え

て
人
々
を
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
特
に
、
起
源
は
江
戸
時

代
中
期
と
さ
れ
、
五
穀
豊
穣
や
地
域
の
安
泰
を
祈
る
た

め
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
「
下
平
井
の
鳳
凰
の
舞
」
は
、

令
和
2
（
２
０
２
０
）
年
に
国
の
重
要
無
形
文
化
財
、

令
和
4
（
２
０
２
２
）
年
に
は
「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
無
形

文
化
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
、
町
伝
統
芸
能
と
し
て
大
切

に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
文
化
は
、
町
民

に
と
っ
て
誇
り
で
あ
り
、
未
来
に
継
承
す
べ
き
財
産
で

す
。教

育
・
福
祉
の
面
に
お
い
て
も
、
町
は
着
実
な
歩
み

を
続
け
て
い
ま
す
。
妊
産
婦
や
す
べ
て
の
子
ど
も
と
そ

の
家
庭
に
対
し
て
、
切
れ
目
の
な
い
包
括
的
な
支
援
を

Ⅱ　
日
の
出
町
の
あ
ゆ
み

提
供
す
る
地
域
の
相
談
・
支
援
拠
点
と
し
て
、
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
「
こ
そ
だ
ち
」
を
令
和
6
（
２
０ 

２
４
）
年
4
月
に
開
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
10
月

か
ら
は
、
学
校
給
食
費
無
償
化
を
実
施
し
、
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
て
い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
現
代
に
お
い
て
、「
お
年
寄
り
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
高
齢
者
が

気
軽
に
外
出
で
き
る
よ
う
外
出
支
援
バ
ス
等
の
整
備
を

進
め
、
介
護
予
防
や
日
常
生
活
支
援
事
業
を
推
進
し
、

健
康
寿
命
の
延
伸
と
自
立
支
援
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
啓
発
活
動
や
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
を
進
め
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
自
立
し

た
日
常
生
活
を
営
み
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
全
体
で
支
え
合
う
環

境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

合
併
70
周
年
記
念
プ
レ
事
業
と
し
て
、
「
あ
な
た
が

思
い
描
く　

日
の
出
町
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、
町
内

小
学
校
5
・
6
年
生
及
び
中
学
生
を
対
象
と
し
た
、

「
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
＆
ロ
ゴ
マ
ー
ク
コ
ン
ク
ー
ル
」

Ⅲ　
日
の
出
町　
合
併
70
周
年
・
町
制

施
行
50
周
年
を
記
念
し
て

下平井の鳳凰の舞（春の三吉野会館で演舞）

日の出町　合併 70 周年・町制施行 50 周年記念キャッチフレーズ・ロゴマーク
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を
実
施
し
ま
し
た
。
審
査
会
を
経
て
入
選
し
た
作
品
の

中
か
ら
合
併
70
周
年
記
念
事
業
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で

使
用
す
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
選
定

し
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
レ
事
業
を
皮
切
り
に
、
原
動
機
付
自
転
車
の

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
（
数
量
限
定
）
の
交
付
や

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
、
町
立
小
中
学
校
給
食
に

お
い
て
、
50
年
前
の
学
校
給
食
を
再
現
し
た
給
食
の
提

供
、
平
成
27
年
度
に
実
施
し

た
合
併
60
周
年
記
念
事
業
時

に
寄
せ
ら
れ
た
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
の
開
封
や
デ
ザ
イ
ン
マ

ン
ホ
ー
ル
を
設
置
し
ま
し

た
。

ま
た
、
令
和
７
年
10
月
に
は
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
や
日
の
出
町
出
身
の

芸
人
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
多
く
の
方
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
50
年
、
町
は
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
福
祉
、
防

災
対
策
、
環
境
保
全
な
ど
、
町
民
の
声
を
大
切
に
し
な

が
ら
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
学
校
や
公
共

施
設
の
整
備
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
な
ど
、

町
民
一
人
ひ
と
り
の
力
が
、
今
の
日
の
出
町
を
形
づ

く
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
日
の
出
町
は
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
地
域
資

源
の
活
用
、
若
者
の
定
住
促
進
な
ど
、
新
た
な
挑
戦
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
日
の
出
町　

合
併
70
周

年
・
町
制
施
行
50
周
年
を
契
機
に
、
過
去
を
振
り
返

り
、
未
来
へ
の
希
望
を
胸
に
、
町
民
と
と
も
に
次
の
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

日の出町　合併70周年・町制施行50周年記念式典

日の出町合併70周年記念学校給食献立

原動機付自転車のご当地ナンバープレート
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東
京
都
市
長
会
事
務
局 

東
京
都
市
長
会
（
以
下
本
稿
に
お
い
て
「
市
長
会
」

と
い
う
。
）
で
は
、
多
摩
地
域
が
直
面
し
て
い
る
諸
問

題
に
つ
い
て
、
各
市
相
互
の
情
報
交
換
を
行
い
、
市
政

運
営
上
の
課
題
を
研
究
・
討
議
す
る
と
と
も
に
政
策
提

言
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
か
ら
令
和
７
（
２
０
２

５
）
年
度
ま
で
「
多
摩
地
域
に
お
け
る
行
政
の
デ
ジ
タ

ル
化
」
を
政
策
テ
ー
マ
に
設
定
し
取
組
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

本
稿
で
は
、
政
策
テ
ー
マ
の
期
間
の
最
終
年
度
に
あ

た
る
令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
度
の
取
組
事
業
を
中
心

に
、
こ
れ
ま
で
の
５
年
間
に
わ
た
る
取
組
の
成
果
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

令
和
７（
２
０
２
５
）年
度
は
、令
和
３（
２
０
２
１
）年

Ⅰ　
は
じ
め
に

Ⅱ　
令
和
７（
２
０
２
５
）年
度
の
取
組

度
か
ら
５
年
間
に
わ
た
り
進
め
て
き
た
「
多
摩
地
域
に

お
け
る
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
の
最
終
年
度
に
当
た
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
市
長
会
で
は
、
特
定
の
デ
ジ
タ
ル

東
京
都
市
長
会

ツ
ー
ル
の
導
入
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
各
自
治

体
が
人
口
減
少
時
代
に
お
い
て
も
持
続
的
に
行
政
運
営

を
行
え
る
よ
う
、
人
材
育
成
や
業
務
改
革
、
自
治
体
間

の
連
携
を
重
視
し
た
取
組
を
段
階
的
に
積
み
重
ね
て
き

ま
し
た
。
令
和
７（
２
０
２
５
）年
度
は
、
こ
う
し
た
４
年

間
の
取
組
で
培
わ
れ
た
知
見
や
自
治
体
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
踏
ま
え
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
実
務
の
中
で
活

用
し
、
行
政
運
営
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
る
と
と
も

に
、
市
長
会
事
業
終
了
後
も
各
自
治
体
が
自
立
的
に
Ｄ

Ｘ
⒤
を
推
進
で
き
る
状
態
を
見
据
え
た
取
組
を
実
施
し
ま

し
た
。

（
１
）
デ
ー
タ
利
活
用
・
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
ⅱ
の
推
進

デ
ー
タ
利
活
用
・
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
基
礎
的
な
研
修
で
得
ら
れ
た
知
識
を
実
務

に
つ
な
げ
る
段
階
と
し
て
、
Ｂ
Ｉ
ⅲ
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た

実
践
的
な
研
修
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し

た
。
実
際
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
分
析
を
通
じ
て
、
行
政

運
営
に
お
け
る
課
題
や
示
唆
を
導
き
出
す
プ
ロ
セ
ス
を

体
験
す
る
こ
と
で
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
政
策
立
案
や
事

業
検
討
へ
の
理
解
が
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。

（
２
）
生
成
Ａ
Ｉ

ⅳ
の
利
活
用

生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
文
章
生
成
に
と

「
多
摩
地
域
に
お
け
る
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
」に
つ
い
て

—
令
和
７（
２
０
２
５
）年
度
の
取
組
と
、こ
れ
ま
で
の
成
果
、今
後
の
方
向
性—

多摩地域における行政のデジタル化推進プロジェクトチーム会議の様子
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ど
ま
ら
ず
、
画
像
・
動
画
生
成
な
ど
多
様
な
生
成
Ａ
Ｉ

の
活
用
可
能
性
を
検
討
し
ま
し
た
。
業
務
効
率
化
の
体

験
を
通
じ
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
庁
内
で
ど
の
よ
う
に
位
置

付
け
、
推
進
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
共
通
認
識
を
形
成

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
活
用
に
向
け
た
課
題
整
理
を

行
い
ま
し
た
。

（
３
）
防
災
Ｄ
Ｘ

防
災
Ｄ
Ｘ
で
は
、
防
災
担
当
課
に
限
ら
ず
、
全
庁
的

な
防
災
マ
イ
ン
ド
の
醸
成
を
意
識
し
な
が
ら
、
講
義
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ツ
ー
ル
ト
ラ
イ
ア
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。
災
害
対
応
フ
ロ
ー
の
可
視
化
や
情
報
共
有
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
る
と
と
も
に
、
自
治
体
間

の
連
携
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
共
有
し
ま
し
た
。

（
４
）
人
事
Ｄ
Ｘ

人
事
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
は
、
採
用
難
や
人
材
確
保
、
職

員
の
定
着
と
い
っ
た
多
摩
地
域
の
自
治
体
に
共
通
す
る

課
題
を
背
景
に
、
採
用
・
人
材
配
置
・
職
員
支
援
の
各

防災ツール体験会の様子

分
野
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活
用
可
能
性
を
検

証
し
ま
し
た
。
人
事
分
野
に
お
け
る
業
務
効
率
化
や
戦

略
的
な
人
材
活
用
に
向
け
た
基
礎
的
な
知
見
を
整
理

し
、
今
後
の
取
組
に
つ
な
げ
る
契
機
と
し
ま
し
た
。

（
５
）
横
連
携
・
Ｂ
Ｐ
Ｒ

⒱
の
推
進

こ
れ
ら
の
取
組
を
横
断
的
に
支
え
る
も
の
と
し
て
、

Ｄ
Ｘ
推
進
担
当
者
の
交
流
や
Ｂ
Ｐ
Ｒ
に
関
す
る
取
組
を

通
じ
、
自
治
体
間
で
の
課
題
共
有
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
横
展

開
を
進
め
ま
し
た
。
個
別
最
適
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
域

DX 推進担当者の交流プログラムの様子

的
な
視
点
か
ら
業
務
改
革
を
検
討
す
る
重
要
性
が
、
改

め
て
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
か
ら
令
和
７
（
２
０
２
５
）

年
度
ま
で
の
５
年
間
に
わ
た
る
取
組
を
通
じ
て
、
多
摩

地
域
に
お
け
る
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
個
別
の
取
組

の
積
み
重
ね
か
ら
、
自
治
体
運
営
の
在
り
方
そ
の
も
の

を
見
直
す
段
階
へ
と
進
展
し
て
き
ま
し
た
。
当
初
は
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す
る
理
解
や
経
験
に
自
治
体
間
で
大

き
な
差
が
あ
る
状
況
で
し
た
が
、
継
続
的
な
研
修
や
実

証
事
業
、
交
流
の
場
を
重
ね
る
中
で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
行
政
運
営
に
生
か
す
た
め
の
共
通
認
識
が
徐
々
に
形

成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
人
材
育
成
と
意
識
の
変
化
と
い
う
点
で
は
、

Ｄ
Ｘ
を
一
部
の
担
当
部
門
だ
け
の
取
組
と
捉
え
る
の
で

は
な
く
、
管
理
職
を
含
む
職
員
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の

業
務
と
結
び
付
け
て
考
え
る
意
識
が
広
が
り
ま
し
た
。

Ｂ
Ｐ
Ｒ
や
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
、
生
成
Ａ
Ｉ
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に

つ
い
て
、
段
階
的
か
つ
継
続
的
に
学
ぶ
機
会
を
設
け
た

こ
と
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
「
手
段
」
と
し
て
捉
え
、
業

務
改
善
や
政
策
立
案
に
生
か
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
多

摩
地
域
全
体
で
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

次
に
、
自
治
体
間
の
連
携
の
進
展
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
Ｄ
Ｘ
推
進
担
当
者
や
防
災
担
当
者
等
に
よ
る
交
流

を
通
じ
て
、
各
自
治
体
が
抱
え
る
課
題
や
取
組
状
況
を

相
互
に
共
有
す
る
関
係
性
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
他
自
治
体
の
事
例
や
知
見
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
自
自
治
体
の
取
組
を
検
討
す
る
動
き
が
広
が
り
、

Ⅲ　
５
年
間
で
何
が
変
わ
っ
た
か

17 16



デ
ジ
タ
ル
化
を
「
自
分
た
ち
だ
け
で
進
め
る
も
の
」
か

ら
「
多
摩
地
域
全
体
で
支
え
合
い
な
が
ら
進
め
る
も

の
」
へ
と
捉
え
る
意
識
の
変
化
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
取
組
内
容
の
面
で
は
、
単
な
る
ツ
ー
ル
の
試

行
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
務
に
お
け
る
有
用
性
や
課
題
を

検
証
す
る
視
点
が
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
に

お
い
て
は
、
デ
ー
タ
を
用
い
た
現
状
把
握
や
示
唆
出
し

を
行
う
プ
ロ
セ
ス
が
具
体
的
に
共
有
さ
れ
、
防
災
Ｄ
Ｘ

や
人
事
Ｄ
Ｘ
に
お
い
て
も
、
現
場
の
業
務
フ
ロ
ー
や
判

断
の
在
り
方
を
踏
ま
え
た
検
討
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
目
的
化
せ

ず
、
行
政
運
営
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
姿

勢
が
育
ま
れ
て
き
た
成
果
と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
５
年
間
の
取
組
を
通
じ
て
、
多
摩
地

域
に
お
け
る
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、「
ツ
ー
ル
の
導
入

そ
の
も
の
」
を
議
論
す
る
段
階
か
ら
、「
ど
の
よ
う
に
使

い
こ
な
し
、
自
治
体
運
営
に
生
か
し
て
い
く
か
」
を
考

え
る
段
階
へ
と
移
行
し
て
き
ま
し
た
。
市
長
会
と
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
人
材
育
成
、
横
連
携
、
実
証
を
重
ね

る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
各
自
治
体
が
今
後
も
自
立
的
に
Ｄ

Ｘ
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
基
盤
と
し
て
、
着
実
に
根

付
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
防
災
分
野
を
は
じ
め
、
確
実
性

や
即
応
性
が
強
く
求
め
ら
れ
る
領
域
に
お
い
て
、
こ
れ

ま
で
に
培
っ
て
き
た
Ｄ
Ｘ
の
知
見
を
実
装
し
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
防
災
Ｄ
Ｘ
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
有
効
性
が
最
も
分
か
り
や
す
く
現
れ
る
分
野
で
あ
る

Ⅳ　
今
後
の
方
向
性

と
同
時
に
、
自
治
体
間
の
連
携
が
不
可
欠
な
分
野
で
も

あ
り
ま
す
。
多
摩
地
域
全
体
で
の
情
報
共
有
や
連
携
の

在
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
平
時
の
業
務
改
善
に
も

波
及
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

５
年
間
に
わ
た
る
取
組
を
通
じ
て
、
多
摩
地
域
に
お

け
る
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
一
定
の
基
盤
を
築
く
段

階
に
到
達
し
ま
し
た
。
人
材
育
成
や
自
治
体
間
の
連
携

を
重
視
し
な
が
ら
積
み
上
げ
て
き
た
取
組
に
よ
り
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
業
務
改
善
や
政
策
立
案
に
生
か
そ
う
と

す
る
意
識
が
、
多
摩
地
域
全
体
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
成
果
を
一
過
性
の
も
の
に
終

わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
日
々
の
行
政
運
営
の
中
に
定
着

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

人
口
減
少
と
職
員
の
不
足
が
同
時
に
進
む
な
か
で
、

自
治
体
が
担
う
べ
き
役
割
は
今
後
も
増
大
し
て
い
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
下
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｘ
は
効
率
化

の
た
め
の
手
段
に
と
ど
ま
ら
ず
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
の
前
提
条
件
と
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
自

ら
の
業
務
に
引
き
寄
せ
て
考
え
、
活
用
し
て
い
く
姿
勢

を
い
か
に
育
て
て
い
く
か
が
重
要
で
す
。

Ⅴ　
お
わ
り
に

凡
例

⒤	

D
X

　
D
igital T

ransform
ation

の
略
で
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
浸
透
が
人
々
の
生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
よ

り
良
い
方
向
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
。

ⅱ	

E
B
P
M　

E
v
id
en
ce-B

ased

 P
olicy 

M
aking

の
略
で
、
デ
ー
タ
等
の
根
拠
に
基
づ
き

政
策
立
案
を
行
う
こ
と
。

ⅲ	

B
I

　
Business Intelligence

の
略
で
、
組
織

の
デ
ー
タ
を
収
集
・
蓄
積
・
分
析
・
報
告
す
る

こ
と
に
よ
り
経
営
上
な
ど
の
意
思
決
定
に
役
立

て
る
手
法
や
技
術
の
こ
と
。

ⅳ	

A
I

　
A
rtificial Intelligence

の
略
で
、
推

論
・
判
断
な
ど
の
知
的
な
機
能
を
備
え
た
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。

⒱	

B
P
R

　
B
usiness Process R

	
e

	
-

	
e

	
n

	
g

	
i
	

n
	e	e	

ring

の
略
で
、
現
在
の
業
務
フ
ロ
ー
を
抜
本
的
に

見
直
し
再
設
計
す
る
こ
と
。
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凡
例

⒤	

D
X

　
D
igital T

ransform
ation

の
略
で
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
浸
透
が
人
々
の
生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
よ

り
良
い
方
向
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
。

ⅱ	

E
B
P
M　

E
v
id
en
ce-B

ased

 P
olicy 

M
aking

の
略
で
、
デ
ー
タ
等
の
根
拠
に
基
づ
き

政
策
立
案
を
行
う
こ
と
。

ⅲ	

B
I

　
Business Intelligence

の
略
で
、
組
織

の
デ
ー
タ
を
収
集
・
蓄
積
・
分
析
・
報
告
す
る

こ
と
に
よ
り
経
営
上
な
ど
の
意
思
決
定
に
役
立

て
る
手
法
や
技
術
の
こ
と
。

ⅳ	

A
I

　
A
rtificial Intelligence

の
略
で
、
推

論
・
判
断
な
ど
の
知
的
な
機
能
を
備
え
た
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。

⒱	

B
P
R

　
B
usiness Process R

	
e

	
-

	
e

	
n

	
g

	
i
	

n
	e	e	

ring

の
略
で
、
現
在
の
業
務
フ
ロ
ー
を
抜
本
的
に

見
直
し
再
設
計
す
る
こ
と
。

特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局

東
京
都
特
別
区
・
市
・
町
村
議
会
議
長
会
友
好
代
表
団
が

　

北
京
市
等
を
訪
問

特
別
区
議
会
議
長
会
は
、
東
京
都
区
市
町
村
と
北
京

市
区
の
友
好
促
進
を
図
る
た
め
、
東
京
都
市
議
会
議
長

会
及
び
東
京
都
町
村
議
会
議
長
会
と
と
も
に
、
北
京
市

区
人
民
代
表
大
会
と
相
互
訪
問
交
流
を
1
9
8
3
年
か

ら
実
施
し
て
お
り
、
今
年
は
19
回
目
の
訪
中
と
な
り
ま

す
。三

議
長
会
で
組
織
す
る
友
好
代
表
団
一
行
10
名
（
団

長
：
渡
辺
ゆ
う
い
ち
会
長
・
品
川
区
議
会
議
長
）
が
、

10
月
27
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
の
５
日
間
、
北
京
市
及

び
上
海
市
を
訪
問
し
、
友
好
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

友
好
代
表
団
一
行
は
、
訪
中
３
日
目
に
北
京
市
人
民

代
表
大
会
を
表
敬
訪
問
し
、
于
軍
副
主
任
と
の
会
見
に

臨
み
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
于
副
主
任
か
ら
、
歓
迎
の
言
葉
及
び
北

京
市
副
都
心
・
北
京
市
人
民
代
表
大
会
の
概
要
紹
介
の

後
、
次
の
よ
う
な
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

「
北
京
市
は
、
東
京
都
と
の
友
好
都
市
関
係
を
非
常

に
重
視
し
て
お
り
、
以
下
、
今
後
の
協
力
深
化
に
向
け

た
提
案
を
申
し
上
げ
る
。

１
点
目
は
、
友
好
関
係
の
深
化
と
実
務
協
力
の
拡
大

で
あ
る
。

Ⅰ　
北
京
市
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会

于ウ

軍グ
ン

副
主
任
と
会
見

東
京
都
は
北
京
市
が
最
初
に
結
ん
だ
国
際
友
好
都
市

で
あ
り
、
１
９
７
９
年
の
締
結
以
来
46
年
間
に
わ
た

り
、
科
学
技
術
、
経
済
・
貿
易
、
文
化
、
教
育
、
ス

ポ
ー
ツ
、
環
境
な
ど
多
様
な
分
野
で
成
果
が
上
が
っ
て

い
る
。

両
都
市
は
両
国
の
首
都
と
し
て
地
方
交
流
の
模
範
と

な
り
、
両
国
関
係
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。２

点
目
は
、
立
法
交
流
の
強
化
、
都
市
発
展
経
験
の

共
有
で
あ
る
。

１
９
８
０
年
代
初
頭
以
来
、
北
京
市
人
民
代
表
大
会
と

東
京
都
議
会
、
区
レ
ベ
ル
同
士
の
間
で
定
期
交
流
が
行
わ

れ
、
相
互
理
解
・
相
互
信
頼
・
友
情
が
深
ま
っ
て
き
た
。

私
は
か
つ
て
海
淀
区
で
仕
事
を
し
た
経
験
が
あ
り
、

練
馬
区
と
の
交
流
を
経
験
し
て
い
る
。
組
織
的
な
交
流

の
ほ
か
区
民
と
も
親
交
を
持
ち
、
現
在
も
や
り
と
り
は

続
い
て
い
る
。

今
回
の
訪
問
を
契
機
に
、
地
方
立
法
や
都
市
ガ
バ
ナ

ン
ス
分
野
で
学
び
合
い
、
更
に
互
い
に
鑑
と
し
、
法
治

水
準
の
向
上
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

３
点
目
は
、
区
レ
ベ
ル
の
交
流
の
支
援
、
民
意
基
盤

の
強
化
で
あ
る
。

北
京
市
区
と
東
京
都
区
市
町
村
は
１
９
８
０
年
代
初

頭
よ
り
40
年
以
上
交
流
を
続
け
て
い
る
。

北
京
市
と
し
て
も
、
区
レ
ベ
ル
で
の
人
員
交
流
・
文

会見する渡辺団長（左）と北京市人民代表大会常務委員会于軍副主任（右）
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化
交
流
・
実
務
協
力
の
強
化
を
積
極
的
に
支
持
し
、
市

民
間
の
理
解
と
友
情
の
深
化
を
期
待
し
て
い
る
。

結
び
に
、
改
め
て
、
皆
様
の
ご
来
訪
を
心
よ
り
歓
迎

す
る
。
北
京
で
の
滞
在
が
実
り
多
く
、
充
実
し
た
も
の

と
な
る
よ
う
、
そ
し
て
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
健
勝
を

祈
念
し
て
私
か
ら
の
ご
挨
拶
と
す
る
。
」

こ
れ
に
対
し
て
渡
辺
団
長
は
、
次
の
よ
う
な
答
礼
の

挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

「
ま
ず
は
先
日
の
北
京
市
の
水
害
に
よ
り
被
害
を
受
け

ら
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
被
災
さ

れ
た
方
々
の
健
康
と
一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り
申
し

上
げ
る
。

我
々
友
好
代
表
団
は
、
お
招
き
を
受
け
、
東
京
と
北

京
の
友
好
親
善
を
一
層
深
め
る
た
め
訪
問
し
た
。
我
々

の
訪
問
は
、
１
９
８
３
年
に
始
ま
り
今
回
で
19
回
目
と

聞
い
て
い
る
が
、
こ
の
間
、
両
都
市
の
友
好
関
係
は
、

歳
月
を
重
ね
る
ご
と
に
、
着
実
に
深
ま
り
と
広
が
り
を

み
せ
て
い
る
。

我
々
は
両
都
市
が
様
々
な
分
野
で
交
流
の
歴
史
を
重

ね
て
、
そ
の
輪
を
広
げ
、
お
互
い
に
益
々
繁
栄
す
る
こ

と
を
強
く
願
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
市
民
同
士
の
交

流
、
協
力
、
特
に
子
ど
も
た
ち
、
若
者
を
中
心
と
し
た

交
流
は
、
ア
ニ
メ
や
音
楽
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
交
流

な
ど
色
々
な
可
能
性
を
有
し
て
お
り
、
未
来
に
向
け
た

よ
り
良
い
関
係
の
基
盤
と
な
る
こ
と
を
確
信
し
て
い

る
。先

ほ
ど
の
于
軍
先
生
の
言
葉
か
ら
理
解
と
友
情
を
深

め
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
感
じ
た
。
今
回
の
訪
問
は

短
い
期
間
で
は
あ
る
が
、
多
く
の
方
々
と
友
好
交
歓
を

行
い
、
理
解
と
友
情
を
一
層
深
め
て
参
り
た
い
。
」

訪
中
初
日
は
、
北
京
市
密
雲
区
を
訪
れ
、
電
気
自
動

車
の
生
産
ラ
イ
ン
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
視
察
し
、
自
動
化

の
進
ん
だ
最
先
端
の
産
業
や
国
際
的
に
評
価
を
得
て
い

る
ワ
イ
ン
醸
造
に
関
す
る
知
見
を
得
た
の
ち
、
任ニ
ン

武ム

軍グ
ン 

密
雲
区
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
主
任
（
昨
年
度
訪

日
団
の
一
員
）
な
ど
幹
部
と
の
懇
談
に
臨
み
ま
し
た
。

Ⅱ　
友
好
代
表
団
の
視
察
及
び
交
流

北京市人民代表大会常務委員会表敬訪問での記念撮影

密雲区人民代表大会常務委員会幹部との懇談の様子
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トピックス

２
日
目
午
前
は
、
故
宮
博
物
院
や
天
安
門
城
楼
を
視

察
、
午
後
に
は
、
亦
荘
ロ
ボ
ッ
ト
モ
ー
ル
を
訪
問
し
、

既
に
販
売
、
運
用
が
開
始
さ
れ
て
い
る
接
客
や
医
療
な

ど
様
々
な
用
途
の
ロ
ボ
ッ
ト
群
を
視
察
し
、
中
国
に
お

い
て
急
速
に
発
展
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
に
関
す
る
知
見

を
得
ま
し
た
。

３
日
目
は
、
北
京
市
副
都
心
（
通
州
区
）
に
赴
き
大

運
河
博
物
館
を
視
察
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
大
運

河
に
関
わ
る
歴
史
的
、
文
化
的
価
値
に
関
す
る
知
見
を

得
た
の
ち
、
北
京
市
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
空
路
に
て
上
海
市
に
移

動
し
ま
し
た
。

４
日
目
は
、
午
前
に
上
海
市
人
民
代
表
大
会
を
表
敬

訪
問
し
た
後
、
明
代
の
庭
園
で
あ
る
豫
園
と
隣
接
し
た

大
規
模
商
業
施
設
で
あ
る
豫
園
商
城
を
訪
れ
、
旧
跡
及

び
周
辺
の
商
業
振
興
の
状
況
を
視
察
、
午
後
は
東
方
明

珠
タ
ワ
ー
を
訪
れ
、
施
設
内
に
開
設
さ
れ
た
上
海
市
の

歴
史
を
辿
る
上
海
市
歴
史
発
展
陳
列
館
や
地
上
２
５
９

ｍ
の
展
望
台
を
視
察
、
そ
の
後
に
黄
浦
江
ク
ル
ー
ズ
船

に
乗
船
し
、
対
照
的
な
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
施
さ
れ
た
旧

租
界
地
で
あ
る
外
灘
地
区
の
歴
史
的
景
観
と
東
方
明
珠

タ
ワ
ー
に
代
表
さ
れ
る
浦
東
地
域
の
現
代
的
景
観
を
水

上
か
ら
視
察
し
ま
し
た
。

上海市人民代表大会常務委員会表敬訪問の様子

大運河博物館前にて

故宮博物院にて説明を受ける代表団
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友
好
代
表
団
は
、
北
京
市
、
同
市
密
雲
区
そ
し
て
上

海
市
や
中
国
に
対
す
る
理
解
と
友
好
親
善
の
き
ず
な
を

深
め
、
５
日
目
の
最
終
日
、
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

団　

長	

特
別
区
議
会
議
長
会
会
長

	

品
川
区
議
会
議
長	

渡
辺
ゆ
う
い
ち

副
団
長	

東
京
都
市
議
会
議
長
会
会
長

	

福
生
市
議
会
議
長	

佐
藤
弘
治

団　

員	

港
区
議
会
議
長	

土
屋　

準

	

杉
並
区
議
会
議
長	

木
梨
も
り
よ
し

	

東
村
山
市
議
会
議
長	

朝
木
直
子

	

国
立
市
議
会
議
長	

遠
藤
直
弘

	

東
京
都
町
村
議
会
議
長
会
会
長

	

八
丈
町
議
会
議
長	

山
本
忠
志

	

東
京
都
市
議
会
議
長
会
事
務
局
長

	

福
生
市
議
会
事
務
局
長	

吉
野
真
寿
美

	

東
京
都
町
村
議
会
議
長
会
事
務
局
次
長

			




内
田
峰
夫

	

通
訳		



仙
波
り
り
子

Ⅲ　
令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
度

東
京
都
特
別
区・市・町
村
議
会
議
長
会
友
好
代
表
団
名
簿

新市街のライトアップ

旧市街のライトアップ
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トピックス

東
京
都
区
市
町
村
と
北
京
市
区
の
交
流
は
、
昭
和
54

（
１
９
７
９
）
年
3
月
に
北
京
市
で
調
印
さ
れ
た
「
日

本
国
東
京
都
と
中
華
人
民
共
和
国
北
京
市
と
の
友
好
都

市
関
係
の
結
成
に
関
す
る
議
定
書
」
に
端
を
発
し
て
い

ま
す
。
昭
和
56
（
１
９
８
１
）
年
8
月
に
東
京
都
区
市

町
村
友
好
代
表
団
が
北
京
市
を
訪
問
し
て
以
来
、
概
ね

毎
年
交
互
に
訪
問
し
あ
い
、
交
流
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。今

年
度
は
11
月
３
日
か
ら
同
月
7
日
ま
で
の
5
日
問

の
日
程
で
、
杜ト

洪コ
ウ

悦エ
ツ

北
京
市
西
城
区
副
区
長
を
団
長
と

す
る
北
京
市
区
友
好
代
表
団
8
名
が
、
特
別
区
長
会
・

東
京
都
市
長
会
・
東
京
都
町
村
会
の
三
団
体
の
招
き
に

よ
り
来
日
し
ま
し
た
。

代
表
団
一
行
は
、
３
日
午
後
、
交
流
事
務
局
が
出
迎

え
る
な
か
羽
田
空
港
に
到
着
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
食
の
専
門
店
が
集
ま
る
築
地
場
外

市
場
を
訪
れ
、
人
情
味
に
あ
ふ
れ
た
昔
な
が
ら
の
雰
囲

気
や
商
店
街
の
賑
わ
い
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
現
地

で
は
、
築
地
市
場
及
び
場
外
市
場
に
関
す
る
移
転
補
償

や
跡
地
利
用
計
画
、
事
業
施
行
に
お
け
る
国
の
関
与
の

有
無
等
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
質
問
が
投
げ
か
け
ら

れ
、
視
察
に
対
す
る
代
表
団
の
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。

Ⅰ　
表
敬
訪
問
と
視
察

翌
日
は
、
午
前
中
に
東
京
都
町
村
会
会
長
で
あ
る
師

岡
奥
多
摩
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
日
中
双
方
の

挨
拶
が
あ
り
、
師
岡
町
長
か
ら
は
、
緑
豊
か
な
山
の
地

域
に
あ
る
奥
多
摩
町
は
、
東
京
都
の
お
よ
そ
10
分
の
１

に
相
当
す
る
面
積
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
94
％
が

山
林
で
、
町
全
体
が
国
立
公
園
の
中
に
位
置
し
て
い
る

こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

表
敬
訪
問
後
は
、
小
河
内
ダ
ム
に
隣
接
し
た
奥
多
摩　

水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館
を
視
察
し
、
団
員
は
、
奥
多
摩

の
民
俗
芸
能
に
関
す
る
展
示
や
、
３
６
０
度
シ
ア
タ
ー
に

よ
る
水
源
林
の
四
季
の
映
像
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

午
後
は
、
東
京
都
交
通
局
を
訪
問
し
、
都
営
地
下
鉄

に
お
け
る
浸
水
対
策
の
説
明
を
受
け
た
後
、
都
営
大
江

戸
線
都
庁
前
駅
に
設
置
さ
れ
た
止
水
板
を
確
認
し
ま
し

た
。夜

は
、
三
団
体
主
催
に
よ
る
代
表
団
と
の
交
流
会
が

特
別
区
長
会
事
務
局

北
京
市
区
友
好
代
表
団
が
訪
日

東京都町村会会長表敬訪問（奥多摩文化会館）

三団体主催の交流会にて
（代表団、駐日中国大使館公使、特別区長会・東京都市長会・東京都町村会の各会長）

23 22



開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
者
を
代
表
し
て
、
特
別
区
長

会
会
長
の
吉
住
新
宿
区
長
か
ら
、
今
回
で
40
回
目
と
な

る
本
事
業
は
、
東
京
都
と
北
京
市
の
友
好
関
係
を
深
め

る
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
る
。
「
水
魚
の
交

わ
り
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
の
よ
う
に
、
日
本
と
中
国
は

互
い
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
友
情
で
結
ば
れ
て
い
る

と
の
歓
迎
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
杜
団
長
か
ら

は
、
秋
晴
れ
の
さ
わ
や
か
な
季
節
に
東
京
都
を
訪
問
で

き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
と
と
も
に
、
両
都
市
の
交
流

内
容
を
豊
か
に
し
て
、
友
好
関
係
を
一
層
深
め
る
だ
け

で
な
く
、
区
レ
ベ
ル
で
の
友
好
都
市
交
流
の
基
礎
を
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
旨
の
答
礼
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
記
念
品
の
交
換
が
行
わ
れ
、
三
団
体
か
ら

は
江
戸
木
目
込
人
形
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
は
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
代
表
団
と
参
加
者
と
の
歓

談
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

３
日
目
は
、
午
前
中
に
吉
住
新
宿
区
長
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
。
吉
住
区
長
か
ら
は
、
前
年
に
自
身
が
北
京

市
を
訪
問
し
た
際
に
受
け
た
歓
待
へ
の
お
礼
が
述
べ
ら

れ
た
後
、
新
宿
区
内
に
は
約
１
万
９
千
人
の
中
国
人
が

居
住
し
て
い
る
こ
と
や
、
地
域
に
よ
っ
て
伝
統
と
最
先

端
が
混
在
し
た
ま
ち
で
あ
る
新
宿
区
の
魅
力
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
杜
団
長
か
ら
は
、
西
城
区
は
首
都
機
能
の

中
心
区
で
多
数
の
資
源
を
有
し
て
い
る
が
、
都
の
中
心

に
位
置
す
る
新
宿
区
も
行
政
・
交
通
・
商
業
が
融
合
し

た
国
際
的
な
地
域
で
あ
る
た
め
、
多
方
面
で
実
質
的
な

協
力
を
進
め
る
こ
と
が
両
都
市
へ
の
発
展
に
繋
が
る
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

表
敬
訪
問
後
は
、
国
民
公
園
で
あ
る
新
宿
御
苑
を
視

察
し
、
皇
室
ゆ
か
り
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
「
新
宿
御
苑

菊
花
壇
展
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

午
後
は
、
中
央
区
に
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

訪
問
し
ま
し
た
。
中
国
で
は
伝
統
的
に
多
世
代
家
族
で

の
同
居
が
一
般
的
で
、
高
齢
者
介
護
は
家
族
が
担
う
も

の
と
の
意
識
が
強
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
経
済

発
展
に
よ
っ
て
核
家
族
化
が
進
み
、
さ
ら
に
一
人
っ
子

政
策
が
長
年
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
家
族
に
よ
る

介
護
も
限
界
を
迎
え
つ
つ
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
介
護
人
材
の
不
足
は
、
両
国
に
共
通
し
た
深
刻

な
課
題
で
す
。

視
察
先
の
ホ
ー
ム
で
は
、
介
護
従
事
者
の
負
担
軽

減
、
人
手
不
足
へ
の
対
策
、
自
立
支
援
介
護
へ
の
取
組

と
し
て
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
を
進

め
て
い
ま
す
。
現
地
で
は
、
代
表
団
も
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

を
装
着
す
る
な
ど
し
て
そ
の
効
果
を
実
際
に
体
験
し
た

ほ
か
、
導
入
を
進
め
る
上
で
の
課
題
や
注
意
点
等
施
設

運
営
者
か
ら
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
実
務
者
目
線
で
の

示
唆
を
多
く
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

４
日
目
の
午
前
は
、
東
京
都
市
長
会
会
長
で
あ
る
加

藤
福
生
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
市
の
プ
ロ
モ
ー

特別区長会会長表敬訪問（新宿区役所）

特別養護老人ホーム視察にて

東京都市長会会長表敬訪問（福生市役所）
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トピックス

シ
ョ
ン
動
画
を
流
す
な
ど
福
生
市
の
魅
力
を
伝
え
る
工

夫
が
こ
ら
さ
れ
た
会
場
で
出
迎
え
た
加
藤
市
長
は
、
市

の
人
口
に
占
め
る
外
国
人
の
割
合
が
約
９
％
で
あ
る
こ

と
に
触
れ
、「
和
と
洋
の
文
化
」
が
調
和
し
て
い
る
こ
と

が
福
生
市
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
と
紹
介
し
ま
し
た
。

表
敬
訪
問
後
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
造
り
酒
屋
で

あ
る
石
川
酒
造
を
訪
れ
ま
し
た
。
国
の
登
録
有
形
文
化

財
が
建
ち
並
ぶ
敷
地
で
行
な
わ
れ
た
日
本
酒
造
り
の
歴

史
や
醸
造
工
程
の
説
明
は
、
風
土
と
暮
ら
し
に
根
ざ
し

た
伝
統
の
一
端
に
触
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

４
日
目
の
午
後
は
、
鎌
倉
市
内
に
て
国
宝
で
あ
る
鎌

倉
大
仏
と
長
谷
寺
を
視
察
し
ま
し
た
。
地
理
的
に
三
方

を
山
に
囲
ま
れ
、
一
方
が
海
に
面
す
る
風
光
明
媚
な
鎌

倉
に
は
、
歴
史
的
遺
産
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
文
化
観

光
産
業
に
関
心
が
高
い
代
表
団
は
、
自
然
と
歴
史
が
調

和
し
た
街
並
み
に
興
味
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

最
終
日
の
５
日
目
は
、
神
奈
川
県
が
管
理
す
る
川
和

遊
水
地
を
訪
れ
ま
し
た
。
鶴
見
川
流
域
で
計
画
さ
れ
た

河
川
・
流
域
・
下
水
道
が
一
体
と
な
っ
た
総
合
治
水
対

策
の
説
明
を
受
け
た
後
は
、
地
下
鉄
車
両
基
地
の
地
下

に
設
け
ら
れ
た
遊
水
地
に
足
を
運
び
ま
し
た
。
施
設
内

で
は
各
ポ
イ
ン
ト
を
視
察
し
な
が
ら
流
水
及
び
排
水
の

仕
組
み
、
流
量
管
理
の
方
法
な
ど
に
関
し
て
活
発
な
質

疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅱ　
地
方
視
察

帰
国
の
直
前
に
は
、
最
後
の
視
察
先
と
し
て
大
田
区

の
羽
田
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
を
訪
れ
、
公
民
連
携

で
最
先
端
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
な
ど
に
取
り
組
む

拠
点
と
し
て
の
機
能
を
確
認
し
ま
し
た
。
高
度
な
も
の

づ
く
り
技
術
や
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
目
の
当
た
り
に

し
た
代
表
団
は
、
国
際
市
場
へ
の
進
出
状
況
や
今
後
の

事
業
展
開
に
つ
い
て
、
専
門
的
な
問
い
か
け
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

精
力
的
に
今
回
の
友
好
交
流
の
行
程
を
終
え
た
代
表

団
一
行
は
、
「
連
日
、
充
実
し
た
視
察
で
感
動
し
ま
し

た
。
調
整
が
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
来
年
は

我
々
が
万
全
に
準
備
し
て
お
迎
え
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

北
京
市
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
」
と
い
う
言
葉
を
残

し
、
羽
田
空
港
か
ら
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

■
令
和
７
年
度　

北
京
市
区
友
好
代
表
団
名
簿

団
長	

杜ト　

洪コ
ウ
エ
ツ悦	

西
城
区
副
区
長

団
員	

張チ
ョ
ウ　

暁
シ
ョ
ウ

峰ホ
ウ	

東
城
区
副
区
長

団
員	

郝カ
ク　

宝ホ
ウ
ゴ
ウ剛	

朝
陽
区
副
区
長

団
員	

張チ
ョ
ウ　

盛セ
イ
グ
ン軍	

石
景
山
区
副
区
長

団
員	

周シ
ュ
ウ　
　

沖チ
ュ
ウ	

大
興
区
副
区
長

団
員	

孫ソ
ン　
　

楽ラ
ク	

懐
柔
区
副
区
長

団
員	

焦シ
ョ
ウ　

佳カ

維イ	

北
京
市
人
民
政
府
外
事
弁
公
室

総
合
処
処
長

団
員	

李リ　
　

康コ
ウ	

北
京
市
人
民
政
府
外
事
弁
公
室

幹
部

PiO PARK（羽田イノベーションシティ内）にて

川和遊水地にて
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オ
ー
ル
東
京
62
市
区
町
村
共
同
事
業
「
み
ど
り
東

京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
平
成
19

（
２
０
０
７
）
年
10
月
３
日
の
「
共
同
宣
言
」
に
基
づ

き
、
東
京
で
暮
ら
す
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で

あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
み
ど
り
の
保
全
に
つ
い

て
、
都
内
62
市
区
町
村
が
連
携
・
共
同
し
て
取
り
組
む

事
業
で
す
。

詳
細
は
、
み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ネ
ッ
ト
東
京
62　

https://all62.jp/

）

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
、
自
治
体
に
お
け
る
地
球

温
暖
化
防
止
に
関
す
る
諸
施
策
を
検
討
・
実
施
す
る
上

で
必
要
不
可
欠
な
基
礎
デ
ー
タ
で
す
。
「
み
ど
り
東

京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
平
成
19

（
２
０
０
７
）
年
に
特
別
区
を
対
象
と
し
た
「
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
算
定
手
法
」
を
独
自
に
策
定
し
、
そ
の

後
対
象
地
域
を
拡
大
し
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
に

は
都
内
全
域
を
対
象
と
し
た
改
定
版
を
策
定
し
ま
し

Ⅰ　
都
内
市
区
町
村
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
算
定
手
法
の
共
有
化
推
進

た
。
こ
の
手
法
を
都
内
62
市
区
町
村
で
共
有
化
す
る
と

と
も
に
、
こ
の
算
定
手
法
を
用
い
て
各
自
治
体
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
を
算
出
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
都
内
62

市
区
町
村
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ネ
ッ
ト
東
京
62

　

https://all62.jp/jigyo/ghg.htm
l

）

都
内
62
市
区
町
村
で
は
、
こ
の
結
果
を
活
用
し
て
対

策
施
策
の
検
討
や
、
実
行
計
画
の
策
定
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
各
自
治
体
の
環
境
施
策
の
企
画
や
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
の
目
標
管
理
に
役
立
て
ら
れ

る
よ
う
、
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

都
内
62
市
区
町
村
が
実
施
す
る
み
ど
り
の
保
全
や
地

球
温
暖
化
防
止
の
取
組
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、
各
自

治
体
の
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

Ⅱ　
み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
助
成
金
交
付

オ
ー
ル
東
京
62
市
区
町
村
共
同
事
業

　
「
み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い
て

主　
　
　
催　
特
別
区
長
会
・
東
京
都
市
長
会
・
東
京
都
町
村
会

企
画
・
運
営　
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
・
公
益
財
団
法
人
東
京
市
町
村
自
治
調
査
会

市区町村別CO2排出量（令和４（2022）年度）
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トピックス

「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ネ
ッ
ト
東
京
62
」
は
、
誰
も
が
い
つ
で
も

Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
負
荷
低
減
活
動
に
参

加
で
き
る
こ
と
を
目
的
に
つ
く
ら
れ
た
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
。

Ⅲ　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持
管
理
・

コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実

「ＥＣＯネット東京 62」のトップページ

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
度
事

業
の
概
要
と
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
度
事
業
報
告
等

を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ

ネ
ッ
ト
東
京
62
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

〈
主
な
コ
ン
テ
ン
ツ
〉

・
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
内
容

・
都
内
62
市
区
町
村
が
取
り
組
ん
で
い
る
環
境
施

策
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
す
る
「
東
京
62

市
区
町
村
イ
チ
オ
シ
環
境
施
策
」

・
都
内
62
市
区
町
村
の
環
境
に
関
す
る
統
計
デ
ー
タ

を
ま
と
め
た
「
市
区
町
村
環
境
デ
ー
タ
一
覧
」

・
都
内
62
市
区
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
エ
コ
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
ま
と

め
た
「
市
区
町
村
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
「
新
着

イ
ベ
ン
ト
」
「
イ
ベ
ン
ト
検
索
・
一
覧
」

・
都
内
62
市
区
町
村
の
各
地
域
を
散
歩
し
て
、
地

域
ご
と
の
環
境
へ
の
取
組
を
知
り
、
感
じ
る
た

め
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
ス
ポ
ッ
ト
を
ク
イ
ズ
形
式

で
紹
介
す
る
「
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
62
エ
コ
散
歩
」

・
都
内
62
市
区
町
村
で
エ
コ
な
活
動
を
行
う
人
・

場
所
・
コ
ト
な
ど
を
紹
介
す
る
「
東
京
ど
こ
行

く
？
エ
コ
活
し
よ
う
」

・
都
内
62
市
区
町
村
の
環
境
に
関
す
る
情
報
を
個

別
に
ま
と
め
た
「
環
境
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」

Ⅳ　
事
業
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

パンフレット

近
年
、
国
内
外
で
は
気
候
変
動
に
起
因
す
る
気
候
災

害
が
頻
発
化
・
激
甚
化
し
て
お
り
、
気
候
危
機
が
一
層

深
刻
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
受
け
、
世

界
で
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

実
質
ゼ
ロ
の
実
現
に
向
け
た
脱
炭
素
化
の
潮
流
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京
都
で
は
「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
東
京
」
の
実
現
を
掲
げ
、
２
０
３
０
年
ま
で
に

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
50
％
削
減
す
る
「
カ
ー
ボ
ン

ハ
ー
フ
」
を
目
指
し
た
取
組
を
加
速
し
て
い
ま
す
。
市

区
町
村
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
気
候
変
動
対

策
（
緩
和
策
・
適
応
策
）
を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。本

事
業
は
、
「
脱
炭
素
社
会
」
と
「
気
候
変
動
に
適

応
し
た
社
会
」
の
実
現
を
目
指
す
都
内
62
市
区
町
村
に

向
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
合
っ
た
実
効
性
の
あ

る
取
組
が
で
き
る
よ
う
伴
走
支
援
を
し
、
そ
の
成
果
を

62
市
区
町
村
へ
水
平
展
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
度
か
ら
令
和
８

（
２
０
２
６
）
年
度
ま
で
の
３
か
年
の
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

２
年
目
と
な
る
令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
度
は
、
複

数
の
市
区
町
村
や
複
数
の
部
署
が
、
地
域
特
性
を
踏
ま

え
た
課
題
を
共
有
し
、
気
候
変
動
対
策
を
検
討
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
、
事
業
説
明
会
の
ほ
か
、
全
６
回
の
勉

強
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
勉
強
会
で
は
有
識
者
の
講
義

の
ほ
か
、
気
候
変
動
へ
の
適
応
策
や
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
の
先
進
自
治
体
の
事
例

Ⅴ　
気
候
変
動
対
策
支
援
事
業
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紹
介
を
行
っ
た
の
ち
、
参
加
者
の
希
望
す
る
テ
ー
マ
ご

と
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第

３
回
勉
強
会
で
は
先
進
自
治
体
の
見
学
会
を
実
施
し
、

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
の
実
証
実
験
や
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
施
設
の
見
学
を
行
う
と
と
も
に
、
施
設
担
当
者

と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
勉
強
会
と
は
別
に
、
４
つ
の
自
治
体
へ
の

個
別
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
市
域
の
電
力
デ
ー
タ
の
分

析
や
、
複
数
自
治
体
の
連
携
に
よ
る
吸
収
源
対
策
の
検

討
、
脱
炭
素
型
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
施
策
・
事
業
の

検
討
な
ど
を
支
援
し
、
支
援
結
果
に
つ
い
て
は
勉
強
会

で
他
の
自
治
体
に
も
共
有
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
の
成
果
を
も
と
に
、
多
く
の
自
治
体
が
気
候

変
動
対
策
に
お
い
て
、
実
効
性
の
あ
る
取
組
が
で
き
る

よ
う
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

環
境
分
野
を
取
り
巻
く
情
勢
が
年
々
変
化
し
て
い
る
中
、

都
内
62
市
区
町
村
が
環
境
行
政
を
効
果
的
に
推
進
す
る

た
め
に
は
、
担
当
職
員
の
能
力
開
発
、
資
質
向
上
を
図

る
こ
と
が
従
来
に
も
増
し
て
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
事
業
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
等
に
よ
り
実
施
し
、

環
境
分
野
の
担
当
職
員
が
習
得
し
て
お
く
べ
き
基
礎
的

情
報
や
環
境
施
策
の
課
題
、
先
進
事
例
、
国
内
外
の
動

き
と
い
っ
た
最
新
の
知
見
等
の
幅
広
い
内
容
を
共
有
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
を
取
り
入

れ
、
担
当
者
間
の
連
携
の
機
会
や
情
報
交
換
の
場
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

Ⅵ　
オ
ー
ル
東
京
62
環
境
担
当
者
研
修
会

【
令
和
７（
２
０
２
５
）年
度
の
活
動
】

・
第
１
回
研
修
会　

６
月
６
日
（
金
）

　

テ
ー
マ
：
「
東
京
62
市
区
町
村
の
環
境
事
務
及
び

事
例
」

・
第
２
回
研
修
会　

７
月
８
日
（
火
）

　

テ
ー
マ
：
「
脱
炭
素
地
域
づ
く
り
の
最
新
動
向
と
事

例
紹
介
」

・
第
３
回
研
修
会　

８
月
７
日
（
木
）

　

テ
ー
マ
：
「
生
物
多
様
性
の
主
流
化
と
、
生
物
多
様

性
の
価
値
」

・
第
４
回
研
修
会　

10
月
７
日
（
火
）

　

テ
ー
マ
：
「
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
P
F
A
S
）
問

題
と
対
策
」

・
第
５
回
研
修
会　

11
月
11
日
（
火
）

　

テ
ー
マ
：
「
Z
E
B
認
証
の
取
得
と
運
営【
現
地
視
察
】」

・
第
６
回
研
修
会　

11
月
21
日
（
金
）

　

テ
ー
マ
：
「
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
と
事
例
」

・
第
７
回
研
修
会　
令
和
８（
２
０
２
６
）年
２
月
18
日（
水
）

　

テ
ー
マ
：
「
行
動
デ
ザ
イ
ン
を
活
用
し
た
環
境
啓
発

の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
実
践
」

・
第
８
回
研
修
会　
令
和
８（
２
０
２
６
）年
２
月
26
日（
木
）

　

テ
ー
マ
：
「
外
来
植
物
の
防
除
対
策
の
基
本
と
取
り

組
み
事
例
」

見学会の様子勉強会の様子

オンライン研修の様子
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トピックス

【
令
和
７（
２
０
２
５
）年
度
の
活
動
】

・
第
１
回
研
修
会　

６
月
６
日
（
金
）

　

テ
ー
マ
：
「
東
京
62
市
区
町
村
の
環
境
事
務
及
び

事
例
」

・
第
２
回
研
修
会　

７
月
８
日
（
火
）

　

テ
ー
マ
：
「
脱
炭
素
地
域
づ
く
り
の
最
新
動
向
と
事

例
紹
介
」

・
第
３
回
研
修
会　

８
月
７
日
（
木
）

　

テ
ー
マ
：
「
生
物
多
様
性
の
主
流
化
と
、
生
物
多
様

性
の
価
値
」

・
第
４
回
研
修
会　

10
月
７
日
（
火
）

　

テ
ー
マ
：
「
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
P
F
A
S
）
問

題
と
対
策
」

・
第
５
回
研
修
会　

11
月
11
日
（
火
）

　

テ
ー
マ
：
「
Z
E
B
認
証
の
取
得
と
運
営【
現
地
視
察
】」

・
第
６
回
研
修
会　

11
月
21
日
（
金
）

　

テ
ー
マ
：
「
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
と
事
例
」

・
第
７
回
研
修
会　
令
和
８（
２
０
２
６
）年
２
月
18
日（
水
）

　

テ
ー
マ
：
「
行
動
デ
ザ
イ
ン
を
活
用
し
た
環
境
啓
発

の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
実
践
」

・
第
８
回
研
修
会　
令
和
８（
２
０
２
６
）年
２
月
26
日（
木
）

　

テ
ー
マ
：
「
外
来
植
物
の
防
除
対
策
の
基
本
と
取
り

組
み
事
例
」

本
事
業
は
、
都
内
62
市
区
町
村
等
が
主
催
す
る
住
民

祭
・
環
境
フ
ェ
ア
へ
の
出
展
等
を
通
じ
て
、
住
民
に
向

け
た
温
暖
化
防
止
に
つ
な
が
る
取
組
の
普
及
啓
発
や
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
環
境
学
習
施
設
や
庁
舎
で
行
う
展
示
等
の
際

に
、
希
望
す
る
市
区
町
村
に
展
示
物
の
貸
出
し
を
行

い
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【
令
和
７（
２
０
２
５
）年
度
の
出
展
先
】

・
あ
き
る
野
市
「
あ
き
る
野
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
５
」　

５
月
10
日
（
土
）

・
港
区
「
エ
コ
ラ
イ
フ
・
フ
ェ
ア
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

２
０
２
５
」　

５
月
17
日
（
土
）

・
江
東
区
「
第
18
回
江
東
区
環
境
フ
ェ
ア
」

　
　

６
月
１
日
（
日
）

・
東
大
和
市
「
東
大
和
市
環
境
パ
ネ
ル
展
（
展
示
の
み
）」　

５
月
９
日
（
金
）
〜
６
月
７
日
（
土
）

・
東
久
留
米
市
「
第
29
回
東
久
留
米
市
環
境
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」　

６
月
７
日
（
土
）・
８
日
（
日
）

・
福
生
市
「
第
23
回
ふ
っ
さ
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」　
　

６
月
８
日
（
日
）

・
墨
田
区
「
す
み
だ
環
境
フ
ェ
ア
２
０
２
５
」　

６
月

14
日
（
土
）・
15
日
（
日
）

・
八
王
子
市
「
２
０
２
５
八
王
子
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」　

６
月
15
日
（
日
）

・
板
橋
区
「
令
和
７
年
度
「
エ
コ
ラ
イ
フ
フ
ェ
ア
夏
」

展
示
」　

６
月
14
日
（
土
）
〜
29
日
（
日
）

・
瑞
穂
町
「
瑞
穂
町
役
場
展
示
」　

　
　

７
月
１
日
（
火
）
〜
31
日
（
木
）

Ⅶ　
市
区
町
村
等
主
催
イ
ベ
ン
ト
で
の

Ｐ
Ｒ
、
普
及
啓
発
展
示

・
清
瀬
市
「
２
０
２
５
き
よ
せ
の
環
境
・
川
ま
つ
り
」　

７
月
26
日
（
土
）

・
武
蔵
野
市
「
む
さ
し
の
エ
コ
ｒ
ｅ
ゾ
ー
ト
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」　

７
月
27
日
（
日
）

・
文
京
区
「
ク
ー
ル
ア
ー
ス
フ
ェ
ア
２
０
２
５
」　

　
　

８
月
２
日
（
土
）

・
練
馬
区
「
夏
休
み
！
ね
り
ま
環
境
ま
な
び
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
５
」　

８
月
２
日
（
土
）

・
府
中
市
「
府
中
環
境
ま
つ
り
２
０
２
５
」　

　
　

10
月
５
日
（
日
）

・
葛
飾
区
「
か
つ
し
か
環
境
・
緑
化
フ
ェ
ア
２
０
２
５
」

10
月
５
日
（
日
）

・
国
立
市
「
２
０
２
５
環
境
フ
ェ
ス
タ
く
に
た
ち
」　

10
月
18
日
（
土
）

・
調
布
市
「
第
53
回
調
布
市
環
境
フ
ェ
ア
」

　
　

11
月
１
日
（
土
）

・
中
野
区
「
な
か
の
エ
コ
フ
ェ
ア
２
０
２
５
」　

　
　

11
月
８
日
（
土
）

・
西
東
京
市
「
に
し
と
う
き
ょ
う
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
５
」　

11
月
８
日
（
土
）・
９
日
（
日
）

・
瑞
穂
町
「
第
52
回
瑞
穂
町
産
業
ま
つ
り
」　

　
　

11
月
９
日
（
日
）

・
小
金
井
市
「
令
和
７
年
度
こ
が
ね
い
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」　

11
月
15
日
（
土
）・
16
日
（
日
）

・
台
東
区
「
第
24
回
環
境
（
エ
コ
）フ
ェ
ス
タ
た
い
と
う
」　

11
月
15
日
（
土
）・
16
日
（
日
）

・
目
黒
区
「
エ
コ
ま
つ
り
・
め
ぐ
ろ
２
０
２
５
」

　
　

11
月
16
日
（
日
）

・
立
川
市
「
環
境
フ
ェ
ア
i
n
た
ち
む
にぃ（
展
示
の
み
）」　

11
月
30
日
（
日
）

・
国
分
寺
市
「
み
ん
な
で
ち
ょ
こ
e
c
o
ぶ
ん
じ
D
A
Y
」　

令
和
８
（
2
0
2
6
）
年
２
月
15
日
（
日
）

・
大
田
区
「
第
25
回
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
」

令
和
８
（
2
0
2
6
）
年
３
月
７
日
（
土
）

「2025 きよせの環境・川まつり」出展の様子 「エコライフ・フェア MINATO2025」出展の様子
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■
区
の
概
要

中
野
区
は
東
京
都
23
区
の
西
部
、武
蔵
野
台
地
の

東
端
に
位
置
し
て
お
り
、都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
優
れ
、

ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
賃
貸
住
宅
が
多
い
、生

活
利
便
性
の
高
い
都
市
と
し
て
の
性
格
を
色
濃
く
持
っ

て
い
ま
す
。

平
成
24（
２
０
１
２
）年
以
降
、人
口
は
増
加
に
転

じ
、令
和
6（
２
０
２
４
）年
に
は
外
国
人
比
率
が
約

7
％
に
達
し
ま
し
た
。人
口
密
度
は
23
区
の
中
で
2
番

目
に
高
く
、世
帯
の
半
数
以
上
が
単
身
世
帯
で
あ
り
、

20
代・30
代
の
若
年
層
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

戦
前
か
ら
住
宅
地
と
し
て
発
展
し
て
き
た
経
緯
が

あ
る
こ
と
か
ら
、企
業
数
は
少
な
く
、商
業
・サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
の
第
三
次
産
業
が
全
体
の
約
9
割
を
占
め
て
い

ま
す
。区
の
中
央
に
位
置
す
る
中
野
駅
周
辺
や
東
部
の

東
中
野
駅
、中
野

坂
上
駅
周
辺
に

は
、企
業
が
集
積

し
、多
く
の
飲
食

店
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
。一
方
で
、

一
本
路
地
を
入
る

と
閑
静
な
住
宅

地
が
広
が
り
、北

西
部
で
は
生
産

緑
地
も
見
ら
れ

「
つ
な
が
る　

は
じ
ま
る　

な
か
の
」

の
実
現
に
向
け
て中

野
区

中野四季の森公園

ま
す
。

中
野
区
は
、自
治
基
本
条
例
や
区
民
公
益
活
動
の

推
進
に
関
す
る
条
例
、地
域
支
え
あ
い
活
動
の
推
進
に

関
す
る
条
例
な
ど
を
制
定
し
、こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き

た
区
民
自
治
の
歴
史
を
尊
重
し
な
が
ら
、高
齢
化
や
少

子
化
対
策
、ス
ポ
ー
ツ・健
康
づ
く
り
、ま
ち
づ
く
り
へ
の

積
極
的
な
取
組
を
通
じ
て
、持
続
可
能
な
地
域
社
会

の
実
現
に
向
け
て
区
民
と
と
も
に
着
実
な
歩
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

現
在
の
中
野
駅
周
辺
は
、サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
店
舗
が

集
積
す
る「
中
野
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
」や
多
彩
な
飲
食
店

街
が
あ
り
、に
ぎ
わ
い
の
絶
え
な
い
ま
ち
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、中
野
通
り
や
哲
学
堂
公
園
は
桜
の
名
所
と

し
て
親
し
ま
れ
て
お
り
、中
野
駅
北
西
の「
中
野
四
季

の
都
市
」に
は

「
中
野
四
季

の
森
公
園
」

や
業
務・商
業

ビ
ル
、大
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
が

整
備
さ
れ
る

な
ど
、
駅
周

辺
の
開
発
が

進
み
、
新
た

な
中
野
の
魅

力
が
創
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、令
和
6（
２
０
２
４
）年
5
月
に
新
庁
舎
へ
区

役
所
機
能
の
移
転
が
行
わ
れ
、
区
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
や

職
員
の
働
き
方
に
大
き
な
変
化
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

中野ブロードウェイ

■
基
本
構
想

中
野
区
で
は
、令
和
3（
２
０
２
１
）年
3
月
に「
中
野

区
基
本
構
想
」を
策
定
し
ま
し
た
。基
本
構
想
は
、中
野

区
に
住
み
、働
き
、学
び
、活
動
す
る
人
々
に
と
っ
て
、平

和
で
よ
り
豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
の
共
通

目
標
で
あ
り
、区
政
運
営
の
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

基
本
構
想
で
は
、中
野
区
の
最
大
の
財
産
を「
人
」

と
位
置
づ
け
、10
年
後
に
目
指
す
ま
ち
の
将
来
像
を

「
つ
な
が
る　

は
じ
ま
る　

な
か
の
」と
し
て
描
い
て
い

ま
す
。子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
価
値

観
を
持
っ
た
人
々
が
暮
ら
し
、交
流
し
、人
と
ま
ち
が
つ

な
が
る
こ
と
で
、新
た
に
生
活
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
始
ま

り
、活
力
が
生
ま
れ
、発
展
し
て
い
く
ま
ち
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

■
基
本
計
画

基
本
構
想
で
描
く
10
年
後
の
ま
ち
の
姿
を
実
現
す

中野区新庁舎
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る
た
め
、令
和
3（
２
０
２
１
）年
9
月
に「
中
野
区
基

本
計
画
」を
策
定
し
、取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。現

行
の
基
本
計
画
は
令
和
8（
２
０
２
６
）年
3
月
に
計

画
期
間
が
終
了
す
る
た
め
、新
た
な
中
野
区
基
本
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

新
た
な
基
本
計
画
に
お
い
て
も
、基
本
構
想
に
掲
げ

る
4
つ
の
ま
ち
の
姿
を
基
本
目
標
と
し
、20
の
政
策
と

52
の
施
策
を
定
め
ま
す
。ま
た
、重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、「
子
育
て
先
進
区
の
実
現
」「
地
域
包
括
ケ
ア
体

制
の
実
現
」「
活
力
あ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
の
実
現
」

の
3
つ
を
掲
げ
、そ
れ
ぞ
れ
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を

着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

基
本
計
画
で
定
め
る
政
策
及
び
施
策
を
効
率
的
か

つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、政
策
を
超
え
て
共
有
す

る
方
向
性
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
掲
げ
、取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、政
策
横
断
的
な
視
点
を
も
っ

て
重
点
的
に
推
進
す
る
取
組
を
位
置
付
け
る
と
と
も

に
、各
政
策
・
施
策
相
互
の
関
係
性
を
強
化
し
て
い
ま

す
。重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、全
庁

的
な
推
進
体
制
に
よ
る
進
行
管
理
を
行
い
、各
取
組
の

展
開
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
で
、着
実
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
行
し
て
い
き
ま
す
。

〇
子
育
て
先
進
区
の
実
現

中
野
区
で
は
、子
育
て
に
必
要
な
環
境
が
整
っ
た
子

育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
、子
ど
も
と
子

育
て
家
庭
の
満
足
度
向
上
と
定
住
促
進
に
向
け
た
取

組
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
と
と
も
に
、子
育

えごたの森プレーパーク

て
に
関
す
る
不

安
を
軽
減
す
る

た
め
、相
談
体
制

や
支
援
、サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。子
ど

も
が
安
全・安
心

に
育
ち
、将
来
に

向
け
て
充
実
し

た
時
間
を
過
ご

せ
る
よ
う
、地
域

の
多
様
な
つ
な
が

り
を
築
き
な
が
ら
、子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
が
中
野
区

に
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

〇
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
実
現

中
野
区
で
は
、少
子
高
齢
化
の
進
行
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、地
域
社
会
が
抱
え

る
課
題
に
対
し
て
包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

だ
れ
も
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち
、安
全
・
安
心

で
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
地
域
社
会
を
つ
く
る
と
い
う

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
の
理
念
を
踏
ま
え
、そ
れ

ぞ
れ
の
人
が
必
要
と
す
る
つ
な
が
り
を
つ
く
り
、健
康

度
と
幸
福
度
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

生
活
の
中
で
自
然
に「
健
幸
」に
な
れ
る
環
境
づ
く

り
の
た
め
、社
会
的
な
つ
な
が
り
が
広
が
っ
て
い
く
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、区
民
や
地
域
団
体

が
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
で
、人
々

の
交
流
を
促
進
し
、ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
醸
成
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、そ
の
人
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り
の
取
組
を
支

援
す
る
こ
と
で
、人
々
が
自
律
的
か
つ
主
体
的
に
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
促
し
て
い
き
ま
す
。

〇
活
力
あ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
の
実
現

中
野
区
で
は
、時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、持

続
可
能
で
新
た
な
活
力
を
生
み
出
す
都
市
づ
く
り
を

目
指
し
、地
域
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。特
に
中
野
駅
周
辺
や
西
武
新
宿
線
沿
線
で
は
、

大
規
模
な
再
整
備
を
通
じ
て
、地
域
の
魅
力
と
利
便
性

の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
都
市
の
変
化
の
中
で
、現
在
の
に
ぎ
わ
い

を
将
来
へ
と
つ
な
げ
る
た
め
、文
化
・
芸
術
活
動
の
促
進

や
、ア
ニ
メ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
核
と
し
た
産
学
官
連
携
に
よ

る
多
様
な
取
組
に
よ
り
、中
野
な
ら
で
は
の
魅
力
を
さ

ら
に
高
め
、積
極
的
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
は
、歩
き
た

く
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、人
の
流
れ
を
商
店
街
に

つ
な
げ
る
な
ど
、地
域
の
活
動
を
活
性
化
す
る
仕
組
み

づ
く
り
を
進

め
る
ほ
か
、産

業
や
地
域
の

活
力
と
な
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
を

応
援
し
て
い

き
ま
す
。

中野チルナイトピクニックの様子

31 30



■
豊
島
区
の
概
要

豊
島
区
は
東
京
23
区
の
西
北
部
に
位
置
し
、東
は
文

京
区
、南
は
新
宿
区
、西
は
中
野
区
・
練
馬
区
、北
は
板

橋
区・北
区
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。面
積
は
13・01
㎢
で
、

23
区
中
18
番
目
の
広
さ
で
す
。令
和
7（
２
０
２
５
）年

4
月
末
日
時
点
の
人
口
は
29
万
６
３
８
０
人
、人
口
密

度
は
1
万
㎢
あ
た
り
2
万
２
７
８
１
人
で
、日
本
一
の

高
密
都
市
で
す
。人
口
総
数
に
占
め
る
外
国
人
の
割
合

は
12
・
7
％
と
な
っ
て
お
り
、住
民
の
多
国
籍
・
多
言
語

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

■
新
た
な
基
本
構
想・基
本
計
画
の
策
定

こ
の
度
、将
来
の
豊
島
区
の
姿
を
描
く
最
高
指
針
で

あ
る「
基
本
構
想
」と
、そ
の
実
現
に
向
け
た
取
組
の

方
向
性
を
示
す「
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

策
定
に
際
し
て
最
も
重
視
し
た
の
は
、区
民
の
方
々

と
共
に
考
え
、意
見
交
換
し
な
が
ら
、豊
島
区
の
個
性

を
生
か
し
た「
将
来
の
ま
ち
の
姿
」を
一
緒
に
つ
く
り

あ
げ
る
こ
と
で
す
。

多
く
の
公
募
区
民
の
方
々
を
含
め
た
審
議
会
で
の
活

発
な
議
論
、大
学
生
や
外
国
人
を
対
象
に
実
施
し
た

「
未
来
と
し
ま
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ（
区
長
と
区
民
の
意
見

交
換
）」、幅
広
い
世
代
が
意
見
を
交
換
し
た「
区
民

「
人
が
主
役
」

み
ん
な
で
つ
く
る
、と
し
ま
の
未
来

豊
島
区

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」、子
ど
も
た
ち
が「
10
年
後
の
豊
島

区
」を
考
え
た「
と
し
ま
子
ど
も
会
議
」、４
２
４
件
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」な
ど
を
通

じ
て
、た
く
さ
ん
の
ご
意
見
・ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ
れ
ら
の
声
を
一
つ
ひ
と
つ
受
け
止
め
、反
映
し
、

22
年
ぶ
り
に
基
本
構
想
・
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

■
基
本
構
想
～
3
つ
の
理
念

新
た
な
基
本
構
想
は
、ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考

え
方
や
行
動
指
針
で
あ
る
3
つ
の「
理
念
」と
、区
民

ニ
ー
ズ
や
社
会
の
変
化
、地
域
特
性
な
ど
を
踏
ま
え
た

政
策
分
野
ご
と
の
方
向
性
を
示
す
7
つ
の「
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
」で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
基

本
構
想
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
時
代
の
ニ
ー
ズ
を

汲
み
取
っ
た
、羅
針
盤
と
し
て
の
役
割
を
持
ち
ま
す
。

そ
の
理
念
の
１
つ
目
が
、区
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を

感
じ
、あ
ら
ゆ
る
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
自
分
ら
し

く
過
ご
せ
る
ま
ち
を
目
指
す「
①
誰
も
が
い
つ
で
も
主

役（
平
和
・
人
権
・
多
様
性
の
尊
重
）」、２
つ
目
が
多
様

な
主
体
と
の
協
働
の
輪
を
広
げ
、み
ん
な
で
つ
く
る
共

創
社
会
や
、自
律
的
な
好
循
環
が
生
ま
れ
持
続
発
展

す
る
ま
ち
を
実
現
す
る「
②
み
ん
な
が
つ
な
が
る（
参

画
・
協
働
・
共
創
）」、3
つ
目
が
、ま
ち
全
体
に
新
た
な

出
会
い
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、「
住
み
た
い
、住
み
続
け
た

い
、訪
れ
た
い
」憧
れ
の
ま
ち
と
し
て
力
強
く
発
展
す
る

「
③
出
会
い
と
笑
顔
が
咲
き
ほ
こ
る
、憧
れ
の
ま
ち（
文

化・歴
史
の
継
承
、地
域
特
性
の
活
用
）」で
す
。
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■
7
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

7
つ
の
政
策
分
野
ご
と
の「
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
」

を
掲
げ
、地
域
特
性
等
を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
を
示
し
て
い
ま
す
。こ
の
7
つ
の
方
向
性
は
、基
本
構

想
に
て
掲
げ
る「
目
指
す
べ
き
ま
ち
」の
実
現
に
向
け

た
様
々
な
分
野
の
取
組
方
針
で
す
。

1
つ
目
の
方
向
性
は
、「
地
域
と
共
に
支
え
あ
う
安

全・安
心
な
ま
ち
」で
す
。地
域
の
安
全・安
心
は
、区
民

の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、区
政
の
基
本
と
な
る
事

項
で
す
。防
災
を
は
じ
め
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
や
住
環
境
、治

安
に
係
る
取
組
の
方
向
性
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

2
つ
目
の
方
向
性
は
、「
子
育
て
し
や
す
く
、子
ど
も・

若
者
が
自
分
ら
し
く
成
長
で
き
る
ま
ち
」で
す
。子
育

て
世
代
や
子
ど
も
の
視
点
を
踏
ま
え
、分
野
横
断
に
よ

る
、妊
娠
か
ら
子
ど
も
が
育
つ
ま
で
の
切
れ
目
な
い
支

援
の
方
向
性
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

3
つ
目
の
方
向
性
は
、「
生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
、地

域
で
共
に
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
」で
す
。悩
み
事
へ
の

包
括
的
支
援
や
生
活
習
慣
の
改
善
等
、い
き
い
き
と
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
の
構
築
と
孤
独
・
孤
立
支
援
の

方
向
性
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

4
つ
目
の
方
向
性
は
、「
豊
か
な
心
と
活
発
な
交
流

を
育
む
多
彩
な
文
化
の
ま
ち
」で
す
。地
域
の
歴
史・文

化
を
守
る
と
と
も
に
新
た
な
文
化
を
受
け
容
れ
、あ
ら

ゆ
る
人
が
文
化
を
身
近
に
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

5
つ
目
の
方
向
性
は
、「
活
気
と
に
ぎ
わ
い
を
生
み
だ

す
産
業
と
観
光
の
ま
ち
」で
す
。個
性
あ
る
商
店
街
の

支
援
や
マ
ン
ガ・ア
ニ
メ
等
の
地
域
資
源
を
豊
島
区
特
有

の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
磨
き
、国
内
外
の
来
訪
者
で
に
ぎ

わ
う
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

6
つ
目
の
方
向
性
は
、「
共
に
つ
く
る
地
球
に
も
人
に

も
や
さ
し
い
ま
ち
」で
す
。環
境
保
全・循
環
型
社
会
の

実
現
の
た
め
、適
正
分
別
・
排
出
等
の
意
識
啓
発
を
進

め
、都
市
の
み
ど
り
を
育
て
、次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

7
つ
目
の
方
向
性
は
、「
誰
も
が
居
心
地
の
良
い
歩
き

た
く
な
る
ま
ち
」で
す
。歴
史
や
文
化
等
の
地
域
資
源

に
よ
る
地
域
拠
点
の
創
出
や
、池
袋
駅
を
中
心
に
魅
力

あ
る
ス
ポ
ッ
ト
を
結
び
つ
け
、回
遊
性
の
高
い
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

■
居
場
所
づ
く
り

新
計
画
の
1
年
目
と
な
る
今
年
度

は
、幅
広
い
世
代
の
交
流
の
場
で
あ
る
、

区
民
ひ
ろ
ば
を
活
用
し
た
居
場
所
づ
く

り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
令
和
7

（
２
０
２
５
）年
3
月
に「
新
た
な
区
民
ひ

ろ
ば
構
想
」を
策
定
し
、「
誰
ひ
と
り
取

り
残
さ
な
い
、地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
拠
点
の

形
成
」に
向
け
、様
々
な
取
組
を
展
開
し

て
い
ま
す
。地
域
の
方
々
が
気
軽
に
通
え

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
開
設
や
、物
価

高
騰
を
踏
ま
え
た
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
の

拠
点
と
し
て
の
活
用
の
ほ
か
、ア
ー
バ
ン
ス

ポ
ー
ツ
体
験
会
等
に
よ
る
子
ど
も
の
多

様
な
学
び
の
場
を
創
出
し
て
い
ま
す
。ま

た
、子
ど
も
か
ら
要
望
の
多
か
っ
た
自
習

室
と
し
て
の
一
部
活
用
も
進
め
、子
ど
も
た
ち
の
新
た

な
居
場
所
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
基
づ
き
な
が

ら
、常
に
区
民
目
線
の
区
政
運
営
を
推
進
し
、区
民
の

方
々
が
自
分
の
ま
ち
を
誇
り「
住
み
続
け
た
い
」と
思

え
る
ま
ち
に
、ま
た
、区
外
の
方
か
ら「
住
み
た
い
、訪
れ

た
い
」と
思
わ
れ
る「
憧
れ
の
ま
ち
」を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

33 32



■
東
久
留
米
市
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

東
久
留
米
市
は
、都
心
か
ら
北
西
へ
約
24
㎞
、武
蔵

野
台
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、北
東
は
埼
玉
県
新
座

市
、西
は
東
村
山
市
、南
は
西
東
京
・
小
平
の
2
市
、北

は
野
火
止
用
水
を
隔
て
て
清
瀬
市
に
接
し
て
い
ま
す
。

標
高
70
ｍ
か
ら
40
ｍ
の
範
囲
を
西
か
ら
東
へ
な
だ
ら
か

に
傾
斜
し
、市
の
中
央
を
黒
目
川・落
合
川
が
東
流
し
、

そ
の
他
の
小
流
も
北
東
に
流
れ
て
い
ま
す
。地
下
水
も

豊
富
で
、都
内
で
も
有
数
の
湧（
ゆ
う
）水
地
帯
と
し
て

知
ら
れ
て
お
り
、原
始
や
古
代
の
遺
跡
が
数
多
く
残
さ

れ
て
い
ま
す
。人
口
は
、11
万
６
３
４
９
人（
令
和
7

（
２
０
２
５
）年
10
月
1
日
現
在
）、面
積
は
12
・
88
㎢
で

す
。

「
"み
ん
な
い
き
い
き  

活
力
あ
ふ
れ
る

  
湧
水
の
ま
ち"

東
久
留
米
」

東
久
留
米
市

「平成の名水百選」である「落合川と南沢湧水群」の水源地

■
東
久
留
米
市
の
あ
ゆ
み

大
正
4（
１
９
１
５
）年
、武
蔵
野
鉄
道（
現
西
武
池

袋
線
）が
開
通
し
、「
東
久
留
米
駅
」が
開
設
さ
れ
て
か

ら
、人
々
の
往
来
が
盛
ん
に
な
り
、生
産
物
な
ど
の
物
資

の
流
通
が
増
大
し
ま
し
た
。昭
和
31（
１
９
５
６
）年
の

町
制
施
行
の
後
、当
時
の
日
本
住
宅
公
団
に
よ
り
、ひ

ば
り
が
丘
団
地
、東
久
留
米
団
地
、滝
山
団
地
一
か
ら

三
街
区
、が
次
々
に
建
設
さ
れ
、人
口
が
急
増
し
、日
本

で
最
も
人
口
の
多
い
町
と
な
り
ま
し
た
。【
昭
和
45

（
１
９
７
０
）年
時
点
で
約
7
万
8
千
人
】

そ
の
後
も
、同
公
団
の
滝
山
第
二
団
地
や
東
京
都
住

宅
供
給
公
社
の
久
留
米
西
団
地
等
が
竣
工
さ
れ
、都
内

の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
増
加
を
続
け
つ
つ
も
、随

所
に
武
蔵
野
の
面
影
を
残
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

■
東
久
留
米
市
が
取
り
組
む
三
つ
の
重
点
施
策

○
未
来
志
向
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

東
久
留
米
市
の
公
共
施
設
の
多
く
は
、築
50
年
以

落合川毘沙門橋の下流にある「落合川いこいの水辺広場」で
は、遊歩道から直接水辺に降りて川遊びが楽しめます。

上
を
経
過
し
て
お
り
、学
校
教
育
系
施
設
を
中
心
に
、

今
後
、順
次
更
新
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。し
か
し
、こ
れ

ら
の
維
持
管
理・修
繕
や
改
修
、建
て
替
え
の
た
め
に
今

後
30
年
間
で
必
要
と
さ
れ
る
費
用
は
、建
物
の
長
寿
命

化
を
図
っ
た
場
合
で
も
約
７
６
０
億
円
と
試
算
さ
れ
て

お
り
、限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、50
年
先
を
見
据
え
た

未
来
志
向
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
の
た
め
、

既
存
施
設
の
複
合
化
や
集
約
化
、民
間
活
力
の
活
用
に

よ
り
、維
持
管
理
の
効
率
化
及
び
多
機
能
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
公

共
施
設
の
活
用
を
図
る
た
め
、幅
広
い
世
代
や
地
域
の

市
民
か
ら
の
意
見
を
集
約
し
、新
た
な
付
加
価
値
を
持

つ
公
共
施
設
へ
の
再
編
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
人
に
や
さ
し
い
デ
ジ
タ
ル
化

多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
し
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
に
よ
る
住
民
の
利
便
性
向
上
や
業
務
の
効
率
化

が
求
め
ら
れ
る
中
で
、限
ら
れ
た
人
的
資
源
を
有
効
に

活
用
し
、持
続
的
か
つ
安
定
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
行
っ
て
い
く
た
め
、東
久
留
米
市
で
は
令
和
4

（
２
０
２
２
）年
8
月
に「
東
久
留
米
市
Ｄ
Ｘ
推
進
方

針
」を
策
定
し
、以
降
、国
の
自
治
体
デ
ジ
タ
ル・ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）推
進
計
画
等
の
改
定
に

伴
い
、適
宜
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
方
針
で
は
、人
に
や
さ
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進

し
、「
お
手
間
を
取
ら
せ
な
い
市
役
所
」を
目
指
す
た

め
、市
民
の
利
便
性
や
業
務
の
効
率
化
に
よ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
示

し
、こ
れ
に
基
づ
き
、本
市
は
D
X
を
推
進
し
て
い
ま
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す
。取

組
の
一
例
と
し
て
、令
和
5（
２
０
２
３
）年
度
に

は
市
民
課
窓
口
で
の「
書
か
な
い
窓
口
」を
開
始
し
ま

し
た
。窓
口
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
Ｒ
Ｐ
Ａ
処
理
で
の

書
類
作
成
に
よ
り
、住
民
票
や
戸
籍
謄（
抄
）本
の
取

得
、転
入・転
出
手
続
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
係
る
各
種
申

請
等
の
際
に
、申
請
書
へ
の
記
入
が
不
要
と
な
り
、市
民

の
利
便
性
向
上
と
、業
務
効
率
化
が
実
現
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
令
和
6（
２
０
２
４
）年
9
月
よ
り
開
始
し

ま
し
た
。市
の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
各
種
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
が
可
能
と
な
っ
た
ほ
か
、ご
み
出
し
や
防
災
等
の
セ

グ
メ
ン
ト
配
信
に
よ
り
、情
報
が
簡
単
に
確
認
で
き
ま

す
。更
に
、小
中
学
校
や
学
童
保
育
所
利
用
の
保
護
者

は
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
欠
席
連
絡
、学
校
・
学
童
保
育
所
か

ら
お
知
ら
せ
の
受
け
取
り
も
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、地
域
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
お
け
る
デ
ジ
タ

ル
デ
バ
イ
ド
対
策
と
し
て
、高
齢
者
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
教
室
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
補
助
等
の
実
施

と
と
も
に
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
等
に
つ
い
て
気
軽
に

相
談
で
き
る
官
民
連
携
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
無
人
ブ
ー

ス
の
ト
ラ
イ
ア
ル
設
置
も
し
て
い
ま
す
。誰
も
が
そ
の
利

便
性
と
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
も
注
力

し
、誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

○
こ
ど
も
た
ち
へ
の
投
資

核
家
族
化
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
が
進
む
中

で
、妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
至
る
ま
で
、一
体
的
な

切
れ
目
の
な
い
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。令
和
6

（
２
０
２
４
）年
4
月
に
開
設
し
た
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
、同
年
12
月
よ
り「
東
久
留
米
市
フ
ァ

ミ
リ
ー・ア
テ
ン
ダ
ン
ト
事
業
」を
開
始
し
ま
し
た
。

同
事
業
で
は
、見
守
り
訪
問
員
に
よ
る
定
期
訪
問
に

よ
り
、子
育
て
世
帯
の
抱
え
る
日
常
的
な
困
り
ご
と
や

悩
み
の
聞
き
取
り
、児
童
館
な
ど
の
地
域
の
子
育
て
支

援
情
報
の
提
供
を
行
う
ほ
か
、お
む
つ
等
の
育
児
用
品

を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。更
に
、育
児
経
験
の
あ

る
支
援
員
が
自
宅
を
訪
問
し
、家
事
育
児
の
介
助
や

外
出
の
お
手
伝
い
な
ど
の
伴
走
支
援
も
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
自
身
へ
の
投
資
に

も
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。そ
の
一
つ
と
し
て
、市
内
に

12
あ
る
小
学
校
の
通
学
区
域
に
、各
1
カ
所
以
上

「
ボ
ー
ル
遊
び
の
で
き
る
公
園
」の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。ま
た
、子
供
の
広
場
の
再
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、実

際
に
遊
具
等
を
利
用
す
る
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、防
災
や
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
の
視
点
も

取
り
入
れ
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
お
り
、市
内
の
小
学

生
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
も
開
催
し
て
い
ま

す
。ま

た
、子
ど
も
た
ち
の
知
性
豊
か
で
健
や
か
な
発
達

を
支
援
す
る
た
め
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や

教
育
セ
ン
タ
ー
相
談
員
等
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
い
る

ほ
か
、学
習
適
応
教
室
の
拡
充
、チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ス
の

開
設
や
、市
内
中
学
校
の
全
普
通
学
級
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
導
入
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

東
久
留
米
市
は
、令
和
7（
２
０
２
５
）年
10
月
に
市

政
施
行
55
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。住
み
心
地
の
良
い

ベッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
育
ま
れ
て
き
た
本
市
で
す
が
、今

後
は
こ
の
強
み
に
加
え
、ま
ち
の
魅
力
向
上
や
付
加
価

値
の
創
出
に
向
け
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
で
す
。誰
も
が「
あ
ん
し
ん
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
」を
目
指
し
、市
制
施
行
１
０
０
周
年
を
見
据

え
た
取
組
を
全
力
で
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

東久留米市 LINE 公式アカウン
トでは各種オンライン申請や、
セグメント配信による情報確
認のほか、学童保育所の欠席
連絡等も可能

「ボール遊びのできる公園」として整備された東久留米市幸町の広場は、市民の方々より名
称を募集し、子どもたちが参加するワークショップにて「しあわせ広場」に決定しました
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■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

多
摩
市
は
、多
摩
丘
陵
の
ほ
ぼ
中
央
北
側
に
位
置

し
、北
は
多
摩
川
を
境
に
府
中
市
、東
は
稲
城
市
、南

は
神
奈
川
県
川
崎
市
と
町
田
市
、西
は
八
王
子
市
と

日
野
市
に
接
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、京
王
線
、小
田
急
線
、多
摩
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
が
走
り
、新
宿
ま
で
約
30
分
の
好
立
地
と
な
っ 

て
い
ま
す
。都
心
か
ら
程
よ
い
距
離
に
あ
っ
て
、市
民

一
人
当
た
り
で
は
都
内
随
一
の
市
立
公
園
面
積
、総
延

長
約
41
㎞
に
及
ぶ
遊
歩
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、丘
陵
地
の

起
伏
に
よ
る
変
化
に
富
ん
だ
街
並
み
や
豊
か
な
み
ど
り

の
あ
る
ま
ち
の
暮
ら
し
は
、価
値
観
の
多
様
化
や
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
働
き
方
の
変
化
な
ど
も
あ
り
、都
会
と
田
舎
の

い
い
と
こ
ど
り
の
ま
ち
と
し
て
再
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
3（
２
０
２
１
）年
11
月
に
、多
摩
市
は
、市
制

施
行
50
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。の

ど
か
な
田
園
風
景
を
色
濃
く
残
し
て
い
た
ま
ち
が
大

き
く
変
貌
し
、都
市
化
し
て
い
く
中
、こ
の
ま
ち
で
暮
ら

し
て
き
た
方
々
と
、全
国
か
ら
集
ま
っ
て
き
た
方
々
が

様
々
な
価
値
観
を
共
有
し
な
が
ら「
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
」を
進
め
て
き
ま
し
た
。

更
に
、深
化
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、施
行
か
ら

20
年
を
超
え
た「
多
摩
市
自
治
基
本
条
例
」に「
協

創
」と
い
う
考
え
方
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。こ
れ
ま
で

の
参
画
、協
働
を
多
世
代
、他
分
野
に
広
げ
て
い
く
こ

と
で
、多
摩
市
ら
し
い
地
域
共
生
社
会
、誰
も
が
つ
な
が

「
つ
な
が
り  

支
え  

認
め
合
い　

い
き
い
き
と  

か
が
や
け
る
ま
ち  

多
摩
」

多
摩
市

り
合
え
る
地
域
社
会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

■
子
ど
も
の
成
長
を
み
ん
な
で
支
え
、と
も
に
生
き
る

若
い
世
代
が
希
望
を
も
っ
て
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
は
、と
て
も
大
切
で
す
。保
護
者

や
地
域
の
み
ん
な
が
と
も
に
よ
ろ
こ
び
な
が
ら
子
育
て

を
支
え
合
う
関
係
を
築
き
、安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ

る
、そ
し
て
子
ど
も
や
若
者
の
権
利
が
尊
重
さ
れ
、そ
の

成
長
過
程
に
応
じ
て
、幸
せ
で
自
分
ら
し
く
育
ち
、ま

ち
づ
く
り
へ
参
画
し
活
躍
で
き
る
ま
ち
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

多
摩
市
に
お
け
る「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」の
実

現
に
向
け
、令
和
6（
２
０
２
４
）年
8
月
、幼
稚
園
、保

育
園
、子
育
て
関
連
事
業
者
、団
体
等
と
連
携
し「
た

ま
こ
ど
も
フ
ェ
ス
」を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。遊
び
や

体
験
を
通
し
て
、当
市
の
質
の
高
い
子
育
て
環
境
を

P
R
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
初
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、

当
日
は
、一
万
人
以
上
の
方
が
来
場
、大
盛
況
と
な
り

ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
に
は
思
い
き
り
遊
ん
で
も
ら
い
、

保
護
者
の
方
に
は
、幼
稚
園・保
育
所
選
び
の
参
考
に
し

て
も
ら
う
こ
と
で「
子
育
て
す
る
な
ら
多
摩
市
」を
実

感
し
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

来
場
し
た
方
か
ら
の
う
れ
し
い
声
で
す
。「
子
ど
も

に
関
わ
る
全
て
の
プ
ロ
集
団
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
！
と
い
う

感
じ
で
と
て
も
素
敵
で
し
た
。多
摩
市
が
子
育
て
に
力

を
入
れ
て
い
る
の
が
伝
わ
り
ま
し
た
。今
後
も
ぜ
ひ
と

も
子
ど
も
、何
よ
り
マ
マ
パ
パ
た
ち
の
た
め
に
こ
の
フ
ェ

ス
を
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

「
た
ま
こ
ど
も
フ
ェ
ス
」は
、令
和
7（
２
０
２
５
）年

も
開
催
、更
に
令
和
8（
２
０
２
６
）年
も
ま
す
ま
す

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

■
多
摩
セ
ン
タ
ー
と
多
摩
中
央
公
園

多
摩
中
央
公
園
は
、パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
を
は
じ
め
グ

リ
ー
ン
ラ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
や
旧
富
澤
家
住
宅
な
ど
多
摩

ニュ
ー
タ
ウ
ン
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
中
心
性
、象
徴
性
を

備
え
た
文
化
の
香
り
高
い
多
摩
市
を
代
表
す
る
都
市

公
園
で
す
。昭
和
62（
１
９
８
７
）年
の
開
園
か
ら
30
年

以
上
経
過
し
、公
園
施
設
の
老
朽
化
と
と
も
に
、誰
も

が
安
心
・
安
全
・
円
滑
に
利
用
す
る
た
め
に
改
修
・
整
備

を
行
い
、令
和
7（
２
０
２
５
）年
4
月
、グ
ラ
ン
ド
オ
ー

多摩中央公園
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プ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。

多
摩
市
で
は
、初
め
て
の
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
し

て
、大
型
遊
具
の
あ
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
広
場
や
遊
び

の
森
、大
き
な
池
、見
晴
ら
し
の
良
い
芝
生
広
場
、カ
フ
ェ

等
が
あ
り
、市
民
は
も
と
よ
り
市
外
か
ら
の
来
街
者
に

も
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。隣
接
す
る
多
摩
市
立

中
央
図
書
館
や
パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
に
も
気
軽
に
足
を
運

べ
る
よ
う
に
な
り
、公
共
と
民
間
が
一
体
と
な
っ
て
エ
リ

ア
全
体
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
聖
蹟
桜
ヶ
丘
周
辺

令
和
7（
２
０
２
５
）年
は
、京
王
線
の
聖
蹟
桜
ヶ
丘

駅
が
関
戸
駅
と
し
て
開
業
し
て
か
ら
１
０
０
周
年
、ま

た
、多
摩
市
に
本
社
を
置
き
、ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
や
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
活
用
を
通
じ
て
、聖
蹟
桜
ヶ
丘
の
盛
り
上
げ
に 

一
役
買
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
株
式

会
社
も
50
周
年
と
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
イ
ヤ
ー
と
な
り
ま

し
た
。

駅
北
地
区
で
は
、区
画
整
理
後
の
民
間
開
発
が
完

了
し
ま
し
た
。並
行
し
て
市
で
は
か
わ
ま
ち
づ
く
り
と

し
て
多
摩
川
河
川
敷
に
芝
生
広
場「
せ
い
せ
き
カ
ワ
マ

チ
」を
整
備
し
ま
し
た
。そ
こ
を
中
心
に
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
団
体
に
よ
る
賑
わ
い
づ
く
り
や
地
域
の
情
報
発

信
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
場
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
が
評
価
さ
れ
、令
和
6（
２
０
２
４
） 

年
度
国
土
交
通
大
臣
か
ら「
か
わ
ま
ち
大
賞
」を
受
賞

し
ま
し
た
。

■
第
六
次
多
摩
市
総
合
計
画

令
和
5（
２
０
２
３
）年
11
月
に
、第
六
次
多
摩
市
総

合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。変
化
の
激
し
い
時
代

に
あ
っ
て
も
、明
る
い
未
来
を
志
向
し
、持
続
可
能
な
ま

ち
を
実
現
す
る
た
め
の
羅
針
盤
で
す
。

多
摩
市
は
こ
れ
ま
で
に「
太
陽
と
緑
に
映
え
る
都
市
」

（
第
一
次
～
第
三
次
）、「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
多
摩
」

（
第
四
次
）、「
み
ん
な
が
笑
顔　

い
の
ち
に
ぎ
わ
う
ま

ち　

多
摩
」（
第
五
次
）を
将
来
都
市
像
と
し
て
掲
げ

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
都
市

像
を
踏
ま
え
た
上
で
第
六
次
総
合
計
画
で
は
、新
た
な

将
来
都
市
像
を「
つ
な
が
り　

支
え　

認
め
合
い　

い

き
い
き
と　

か
が
や
け
る
ま
ち　

多
摩
」と
定
め
ま
し

た
。こ
の
将
来
都
市
像
に
は
、障
害
、性
別
、人
種
や
国

籍
な
ど
の
多
様
な
背
景
や
異
な
る
価
値
観
を
も
つ

人
々
、様
々
な
団
体
な
ど
多
摩
市
で
活
動
す
る
全
て
の

主
体
が
、互
い
を
尊
重
し
、協
力
し
合
う
こ
と
を
通
し

て
、そ
れ
ぞ
れ
が
安
心
し
て
自
己
の
実
現
や
成
長
に
向

け
て
踏
み
出
し
展
開
で
き
る
ま
ち
を
育
て
続
け
よ
う

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
民
と
共
に
様
々
な
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と
進

め
、子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
多
摩
市
を
継
承
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

せいせきカワマチイベントでの多摩川河川敷

第六次多摩市総合計画　基本構想
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■
小
笠
原
村
の
概
要

小
笠
原
村
は
、東
京
か
ら
約
１
０
０
０
㎞
の
南
に
位

置
す
る
父
島
を
は
じ
め
と
し
た
、日
本
列
島
や
大
陸
か

ら
は
遠
く
隔
絶
し
た
大
小
30
余
り
の
島
々
か
ら
成
り

ま
す
。村
民
が
居
住
す
る
の
は
父
島
と
母
島
の
二
つ
の

島
で
、人
口
は
両
島
合
わ
せ
て
２
６
０
０
人
に
満
た
な
い

小
さ
な
村
で
す
が
、そ
の
行
政
区
域
は
、小
笠
原
群
島

（
聟
島
、父
島
、母
島
列
島
）、火
山
列
島（
硫
黄
列

島
）、三
つ
の
孤
立
島（
西
之
島
、南
鳥
島
、沖
ノ
鳥
島
）

「
心
豊
か
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

島
」を
目
指
し
て

小
笠
原
村

か
ら
成
っ
て
お
り
、日
本
国
の
排
他
的
経
済
水
域
の
約

3
割
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

本
土
と
は
週
に
1
回
程
度
、片
道
24
時
間
の
定
期

船
航
路
が
唯
一
の
交
通
路
と
な
っ
て
お
り
、入
港
日
に

は
多
く
の
観
光
来
島
者
が
降
り
立
ち
、ま
た
父
島
で
も

母
島
で
も
、生
鮮
食
料
品
を
求
め
て
商
店
が
大
賑
わ
い

に
な
る
光
景
が
目
に
さ
れ
ま
す
。

■
村
の
産
業

小
笠
原
村
の
主
要
産
業
は
観
光
、農
業
、漁
業
で

す
。観
光
は
、「
ボ
ニ
ン
ブ
ル
ー
」と
言
わ
れ
る
海
洋
島
な

ら
で
は
の
澄
み
切
っ
た
深
い
青
を
湛
え
た
海
域
で
の
ダ

イ
ビ
ン
グ
や
ク
ジ
ラ
・
ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、「
世

界
自
然
遺
産
」に
登
録
さ
れ
た
陸
域
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
島
内
の
随
所
に
残
る
太
平
洋
戦
争
の

爪
痕
を
巡
る
戦
跡
ツ
ア
ー
な
ど
が
人
気
で
す
。コ
ロ
ナ

禍
で
は
観
光
来
島
者
が
減
少
し
ま
し
た
が
、現
在
は
コ

ロ
ナ
禍
以
前
に
近
い
年
間
2
万
５
千
人
程
度
の
観
光

来
島
者
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

農
業
は
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
や
島
レ
モ
ン
等
の
果
樹
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
、亜
熱
帯
の
気
候
を
生
か
し
た
品
目

の
生
産
が
盛
ん
で
す
。

漁
業
で
は
6
月
頃
に
最
盛
期
を
迎
え
る
メ
カ
ジ
キ
を

は
じ
め
、マ
グ
ロ
な
ど
の
大
型
回
遊
魚
、島
で
は
オ
ナ
ガ

ダ
イ
と
呼
ば
れ
る
ハ
マ
ダ
イ
な
ど
の
底
釣
り
対
象
魚
な

ど
が
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

おがさわら丸の観光客見送り

村イベント（日本一早い海開き）

パッションフルーツ
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■
世
界
自
然
遺
産

小
笠
原
諸
島
は
他
の
陸
地
か
ら
隔
絶
し
た
海
洋
島

と
し
て
の
立
地
か
ら
、島
に
た
ど
り
着
い
た
動
植
物
が

独
自
の
種
分
化
を
遂
げ
、小
笠
原
に
し
か
い
な
い
数
多

く
の
固
有
種
が
み
ら
れ
ま
す
。特
に
陸
産
貝
類
、植
物

は「
適
応
放
散
」と
い
う
、元
々
同
じ
種
類
の
生
き
物
が

環
境
の
違
い
に
よ
っ
て
そ
こ
に
適
し
た
形
や
色
に
多
系

統
へ
の
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

今
な
お
そ
の
進
化
の
過
程
に
あ
る
独
自
の
生
態
系

が
評
価
さ
れ
、平
成
23（
２
０
１
１
）年
に
日
本
で
4
番

目
の
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、隔
絶
さ
れ
た
立
地
に
よ
り
守
ら
れ
て
き
た

生
態
系
は
、人
の
往
来
、活
動
な
ど
に
よ
り
侵
入
し
て

き
た
侵
略
的
外
来
種
に
は
弱
く
、ア
カ
ギ
や
モ
ク
マ
オ

ウ
と
い
っ
た
外
来
植
物
に
よ
る
固
有
植
物
の
生
息
域
圧

迫
、ノ
ヤ
ギ
に
よ
る
固
有
植
物
の
食
害
、グ
リ
ー
ン
ア

ノ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
ト
カ
ゲ
に
よ
る
固
有
昆
虫
の
捕
食
、

プ
ラ
ナ
リ
ア
類
に
よ
る
固
有
陸
産
貝
類
の
捕
食
、ノ
ネ

コ
や
ネ
ズ
ミ
に
よ
る
海
鳥
類
や
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ

モ
リ
の
繁
殖
阻
害
な
ど
、現
在
進
行
形
で
そ
の
脅
威
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

環
境
省
を
は
じ
め
と
す
る
国
、東
京
都
、小
笠
原

村
、研
究
機
関
や
多
く
の
研
究
者
な
ど
が
協
力
し
、知

恵
を
出
し
合
っ
て
様
々
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る

一
方
、例
え
ば
観
光
で
は
ガ
イ
ド
事
業
者
の
啓
蒙
活
動

な
ど
を
通
し
て
、ツ
ア
ー
参
加
者
の
靴
底
洗
浄
や
着
衣

に
付
着
し
た
外
来
植
物
の
種
子
除
去
を
徹
底
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
他
、農
業
、漁
業
、ま
た
建
設
業
な
ど
の

経
済
活
動
に
お
い
て
も
、「
世
界
自
然
遺
産
地
域
に
外

来
種
の
脅
威
を
持
ち
込
ま
な
い
」努
力
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。

小
笠
原
村
は
日
本
で
初
め
て
商
業
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
が
行
わ
れ
た
、日
本
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
祥
の

地
で
も
あ
り
、そ
の
当
初
か
ら
続
く
、自
然
に
か
け
る

負
荷
を
減
ら
し
共
存
し
て
い
く
暮
ら
し
の
実
践
が
今

も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■「
心
豊
か
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
島
」の
実
現
に
向

け
て

小
笠
原
諸
島
は
戦
後
の
米
国
に
よ
る
統
治
を
経
て

昭
和
43（
１
９
６
８
）年
に
本
土
復
帰
を
果
た
し
、特

別
措
置
法
に
基
づ
く
復
興・振
興
開
発
計
画
の
実
施
に

よ
り
生
活
環
境
が
整
え
ら
れ
、新
た
に
定
住
し
た
若
い

世
代
も
多
く
、子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
が
響
く
村
と
し

て
成
長
を
続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、復
帰
か
ら
50
年
余
り
が
過
ぎ
、当

初
に
整
備
さ
れ
た
多
く
の
施
設
、生
活
イ
ン
フ
ラ
は
老

朽
化
が
進
み
、そ
の
更
新
整
備
は
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

小
笠
原
村
で
は
現
在
、国
、東
京
都
の
支
援
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、村
立
小
笠
原
小
中
学
校
の
改
築
を
始
め

と
し
た
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、そ
の
後
の
施
設
更

新
、生
活
環
境
の
整
備
も
計
画
的
に
進
め
て
い
け
る
よ

う
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、村
民
の
長
年
の
悲
願
で
あ
る
航
空
路
開
設
に

つ
い
て
も
、貴
重
な
自
然
環
境
に
十
分
な
配
慮
を
し
な

が
ら
村
民
の
た
め
の
航
空
路
と
し
て
、着
実
な
実
施
を

国
、東
京
都
に
対
し
要
望
し
て
い
ま
す
。

第
4
次
小
笠
原
村
総
合
計
画
で
は
、村
の
将
来
像
を

「
心
豊
か
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
島
」と
位
置
づ
け
、

「
村
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
超
遠
隔
離
島
に
暮
ら
す
う
え

で
の
制
約
を
理
解
し
た
う
え
で
、自
立
す
る
力
と
互
い

に
支
え
合
う
力
を
基
礎
と
す
る
強
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

形
成
す
る
と
と
も
に
、暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
必
要
な

環
境
整
備
や
産
業
の
活
性
化
を
進
め
て
安
心
で
安
定

し
た
暮
ら
し
の
基
礎
を
築
き
な
が
ら
、大
自
然
に
囲
ま

れ
、ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の
流
れ
を
楽
し
め
る
、小
笠

原
村
に
い
る
か
ら
こ
そ
実
践
で
き
る
生
活
の
豊
か
さ
を

大
切
に
す
る
」こ
と
を
通
し
て
、人
と
自
然
が
共
生
す

る
、活
力
に
満
ち
た
村
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

村
民
と
の
対
話
を
進
め
な
が
ら
将
来
像
の
実
現
に

向
け
、小
笠
原
村
は
挑
戦
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

父島の大村集落遠景
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区
成
立
80
周
年
を
迎
え
る
中
で
、
初
の
新
宿
区
出
身
の
区
長
と
し

て
、
「
故
郷
の
良
い
と
こ
ろ
を
残
し
、
良
く
な
い
点
を
改
善
す
る
」
と

い
う
単
純
明
快
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
自
ら
に
課
し
て
い
ま
す
。
居
住
環
境

の
向
上
、
産
業
振
興
、

治
安
対
策
、
防
災
対

策
、
多
国
籍
な
ま
ち

で
の
秩
序
維
持
等
、

国
や
都
と
の
連
携
も

し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

■
世
界
最
大
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
駅
の
区
画

整
理

新
宿
区
の
名
称
の

由
来
は
、
江
戸
時
代

に
開
設
さ
れ
た
＂内
藤

新
宿＂
か
ら
採
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
宿
場
町

の
気
風
を
今
も
残
し

て
い
ま
す
。
来
街
者
を

受
け
入
れ
る
包
容
力

の
あ
る
ま
ち
と
し
て
発
展
し
、
令
和
7
（
２
０
２
５
）
年
に
開
業

１
４
０
周
年
を
迎
え
た
新
宿
駅
は
一
日
の
乗
降
客
数
が
最
大
で

３
６
０
万
人
を
超
え
、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
登
録
さ
れ
た
駅
で
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
を
機
に
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
増
え

た
た
め
、
乗
降
客
数
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
巨
大
な
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
の

存
在
は
ま
ち
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
２
０
４
０
年
代
半
ば
を
目
途
と
し
て
、
区
画
整
理
を
伴
っ
た

再
編
整
備
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
完
成
後
は
、
巨
大
な
駅
の
東
西

を
結
ぶ
空
中
地
盤
、
地
下
に
あ
る
駅
と
地
上
を
繋
ぐ
タ
ー
ミ
ナ
ル
シ
ャ

フ
ト
、
鉄
道
事
業
者
ご
と
の
建
物
の
動
線
と
な
る
ス
カ
イ
コ
リ
ド
ー

等
、
新
宿
駅
の
姿
は
大
き
く
変
化
を
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
規
模
な
開
発
計
画
策
定
時
は
、
地
域
貢
献
と
し
て
防
災
対
策
へ
の
協

力
を
条
件
と
す
る
こ
と
で
、
帰
宅
困
難
者
対
策
へ
の
取
組
も
進
展
さ
せ

て
い
ま
す
。

■
地
区
ご
と
に
異
な
る
個
性
的
な
ま
ち

区
外
の
人
に
、
新
宿
の
印
象
を
尋
ね
る
と
、
即
座
に
高
層
ビ
ル
街
の

西
新
宿
や
東
洋
一
の
歓
楽
街
と
呼
ば
れ
る
歌
舞
伎
町
と
い
う
地
名
が
出

て
き
ま
す
。
し
か
し
、
新
宿
に
は
江
戸
情
緒
が
漂
う
神
楽
坂
、
風
情
の

あ
る
住
商
一
体
の
四
谷
、
閑
静
な
住
宅
地
の
市
谷
、
明
治
文
化
村
と
し

て
栄
え
た
落
合
、
学
生
街
で
あ
る
早
稲
田
・
高
田
馬
場
、
多
国
籍
な

街
・
大
久
保
と
多
様
な
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
場
産
業
の
染

色
業
は
、
今
も
妙
正
寺
川
や
神
田

川
周
辺
に
集
積
し
、
印
刷
製
本
業

は
牛
込
地
区
に
多
く
存
在
し
て
い

ま
す
。

地
区
に
よ
っ
て
は
、
防
災
上
の
観

点
か
ら
、
大
規
模
な
再
開
発
を
行

い
、
高
層
ビ
ル
を
建
て
て
き
ま
し

た
。
一
方
で
、
新
宿
な
ら
で
は
の
風

情
を
保
持
し
て
い
く
た
め
に
、
街

並
み
保
全
型
の
再
建
計
画
を
模
索

す
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。
ゴ
ー
ル

デ
ン
街
、
思
い
出
横
丁
な
ど
昭
和

新宿駅工事

新
宿
の
個
性
を

誇
れ
る
も
の
に

新
宿
区
長

吉
住
　
健
一

神楽坂
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ずいそう

の
佇
ま
い
を
残
し
た
酒
場
街
は
、
世
代
を
超
え
て
老
若
の
客
で
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
、
ビ
ル
化
し
て
安
全
性
を
高
め
、
床
面
積
を
増

や
す
こ
と
で
収
益
性
を
高
め
た
い
と
い
う
意
見
も
強
か
っ
た
の
で
す

が
、
当
事
者
間
で
ま
ち
の
未
来
像
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
応

政
府
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
を
契
機
に
海
外
か
ら
の
観
光
客
を
増
や
し
て
い
く
方
針
を
掲
げ
、

ホ
テ
ル
不
足
を
補
う
策
と
し
て
、
住
宅
宿
泊
事
業
法
を
制
定
し
、
民
泊

事
業
を
合
法
化
し
ま
し
た
。
区
と
し
て
は
、
法
制
定
前
か
ら
、
多
数
の

違
法
民
泊
が
存
在
し
て
い
た
の
で
、
区
独
自
の
規
制
を
す
る
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。
現
在
、
新
宿
に
は
3
千
件
を
超
え
る
民
泊
が
届
け
出
を

し
て
い
ま
す
。
令
和
7
（
２
０
２
５
）
年
9
月
に
、
新
宿
区
は
不
適
切

な
管
理
状
態
の
民
泊
へ
の
業
務
停
止
命
令
を
都
内
で
初
め
て
発
出
し
た

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
な
る
命
令
違
反
を
確
認
し
、

業
務
廃
止
命
令
を
発
出
し
ま
し
た
。
不
適
切
な
営
業
に
よ
り
、
住
民
の

生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
明
確
な
意
思
を
事
業
者

へ
知
ら
し
め
る
効
果
を
狙
っ
て
実
行
し
ま
し
た
。

ま
た
、
多
国
籍
な
商
店
が
立
ち
並
び
、
住
宅
地
ま
で
店
舗
展
開
が
み

ら
れ
る
大
久
保
地
区
は
観
光
客
で
賑
わ
う
と
同
時
に
、
ご
み
の
散
乱
や

私
有
地
へ
の
無
断
立
ち
入
り
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
区
は
、
大
久
保
通

り
を
管
理
す
る
東
京
都
や
地
元
町
会
、
商
店
会
、
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
協
議
体
を
作
り
、
行
列
対
策
や
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
大
型
連
休
の
時
期
に
は
、
歩
道
か
ら
観
光
客
が
溢
れ
る
時
も

あ
り
、
警
察
署
の
協
力
も
得
て
、
交
通
整
理
を
行
う
と
同
時
に
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
サ
ー
に
よ
る
Ｓ
N
S
へ
の
発
信
で
観
光
客
が
迂
回
す
る
よ
う

に
、
誘
導
を
試
み
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
べ
歩
き
に
よ
る
容
器
や
食
べ

残
し
の
放
置
を
避
け
る
た
め
に
、
区
立
公
園
に
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
を
置

き
、
道
路
上
に
人
が
滞
留
し
な
い
た
め
の
対
策
を
続
け
て
い
ま
す
。

■
伝
統
産
業
の
育
成
と
若
者
支
援　
　

新
宿
に
は
二
つ
の
河
川
が
あ
り
、
大
正
時
代
に
奇
麗
な
水
を
求
め
て

染
色
業
が
集
積
し
て
き
ま
し
た
。
一
つ
ひ
と
つ
の
製
品
が
職
人
の
手
作

業
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
て
い
て
、
日
本
三
大
産
地
の
一
つ
と
し
て
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
も
登
録
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本

人
の
生
活
も
洋
服
が
主
流
と
な
り
、
日
常
的
に
和
服
を
着
る
人
が
減
少

し
て
い
る
中
で
、
和
服
は
希
少
品
と
な
り
、
染
色
業
の
後
継
者
も
減
少

し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
希
少
品
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
高
価
な
和
服

を
着
れ
な
い
か
ら
「
は
た
ち
の
つ
ど
い
（
成
人
式
）」
に
行
け
な
い
と
い

う
若
者
の
話
を
聞
い
た
こ
と
か
ら
、
新
し
い
取
組
を
始
め
ま
し
た
。

染
色
協
議
会
に
依
頼
し
、
3
年
間
に
わ
た
っ
て
10
着
ず
つ
晴
れ
着
を

製
作
し
て
も
ら
い
、
20
歳
の
若
者
に
無
料
で
貸
し
出
し
を
す
る
仕
組
み

を
作
り
ま
し
た
。
20
歳
の
節
目

に
、
故
郷
で
製
作
さ
れ
た
和
服
を

着
て
、
和
服
の
素
晴
ら
し
さ
を
再

認
識
し
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
若

手
職
人
が
活
躍
す
る
場
を
創
出
す

る
こ
と
で
、
も
の
づ
く
り
の
現
場

に
活
気
を
取
り
戻
し
た
い
と
考
え

ま
し
た
。
着
物
を
着
た
若
者
の
笑

顔
、
自
分
の
製
作
し
た
和
服
を
若

者
が
喜
ん
で
着
て
い
る
姿
を
見
て

感
動
す
る
職
人
、
晴
れ
着
を
着
せ

て
あ
げ
ら
れ
な
い
と
諦
め
か
け
て

い
た
親
の
喜
ぶ
顔
を
見
て
、
実
施

し
て
良
か
っ
た
と
感
慨
深
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
新
宿
で
育
っ
た
若
者

が
、
こ
の
町
で
育
っ
て
よ
か
っ

た
、
新
宿
で
働
く
人
が
、
こ
の
町

で
働
け
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
も

ら
え
る
施
策
を
実
施
し
、
活
気
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

はたちのつどい
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■
市
制
施
行
70
年
を
迎
え
て

当
市
は
、
令
和
6
（
２
０
２
４
）
年
5
月
1
日
に
市
制
施
行
70
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
地
域
社
会
の
発
展
に
精
魂
を
傾

け
て
い
た
だ
い
た
先
人
方
の
弛
ま
ぬ
努
力
と
、
市
民
の
皆
様
方
の
格
別

な
る
御
理
解
と
御
協
力
の
賜
物
で
あ
る
と
感
謝
を
重
ね
る
日
々
で
あ
り

ま
す
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
市
制
施
行
当
時
3
万
6
千
人
で
あ
り
ま
し
た
人

口
は
、
現
在
で
も
増
加
傾
向
を
維
持
し
な
が
ら
11
万
6
千
人
を
超
え
、

安
全
で
利
便
性
に
富
ん
だ
都
市
基
盤
と
水
と
緑
の
自
然
環
境
が
調
和
し

た
快
適
な
住
宅
都
市
と
し
て
着
実
に
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の

間
、
市
の
特
性
と
も
言
え
る
水
道
水
に
つ
い
て
は
、
自
然
と
流
域
の
恩

恵
に
感
謝
し
つ
つ
、
そ
の
水
源
を
一
貫
し
て
深
層
地
下
水
に
求
め
、
市

民
の
皆
様
に
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

近
年
、
市
北
部
に
は
新
た
な
町
名
で
あ
る
「
も
く
せ
い
の
杜
」
と

「
代
官
山
」
が
誕
生
し
、
水
の
縁
で
交
流
が
始
ま
っ
た
岩
手
県
岩
泉
町

と
の
友
好
都
市
協
定
も
10
周
年
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
歴
史
は
、「
人
間
尊
重
」
と
「
環
境
と
の
共
生
」
を
普
遍
の
ま
ち
づ

く
り
の
理
念
と
し
て
継
承
し
な
が
ら
、
全
て
の
市
民
の
皆
様
に
「
ふ
る

さ
と
昭
島
」
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、
様
々
な
行
政
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
取
り
組
ん
で
き
た
証
で
も

あ
り
ま
す
。

昭
島
市
は
、
昭
和
29
（
1
9
5
4
）
年
5
月
、
旧
昭
和
町
と
旧
拝
島

村
が
合
併
し
、
東
京
都
で
7
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

市
の
北
に
玉
川
上
水
、
南
に
は
多
摩
川
が
流
れ
、
豊
か
な
水
と
緑
に

恵
ま
れ
、
東
京
都
内
で
唯
一
、
深
層
地
下
水
1
0
0
％
の
お
い
し
い
水

道
水
を
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
豊
か
な
自
然
環
境
に
加

え
、
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
約
1
時
間
と
い
う
快
適
な
生
活
環
境
を
合

わ
せ
持
っ
た
魅
力
あ
る
ま
ち
で
す
。

ま
た
、
昭
和
36
（
1
9
6
1
）
年
、
市
内
の
多
摩
川
河
川
敷
で
発
見

さ
れ
た
ク
ジ
ラ
の
化
石
は
、
調
査
、
研
究
が
進
み
、
平
成
30

（
2
0
1
8
）
年
1
月
に
、
コ
ク
ク
ジ
ラ
属
の
新
種
と
し
て
「
エ
ス
ク

リ
ク
テ
ィ
ウ
ス　

ア
キ
シ
マ
エ
ン
シ
ス
（
和
名
：
ア
キ
シ
マ
ク
ジ
ラ
）」

と
い
う
学
名
が
付
与
さ
れ
、
ク
ジ
ラ
の
ま
ち
と
し
て
も
活
気
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

玉川上水

水
と
緑
が
育
む　

ふ
る
さ
と
昭
島

昭
島
市
長

臼
井
　
伸
介

ちかっぱーアッキー＆アイラン

昭島市公式キャラクター

あきしまの水給水スポット
市内4駅と市役所本庁舎敷地内に設置
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ずいそう

■
知
の
拠
点
：
ア
キ
シ
マ
エ
ン
シ
ス

令
和
2
（
2
0
2
0
）
年
春
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
施
設
が
誕
生
し
ま

し
た
。
統
廃
合
後
の
小
学
校
跡
地
に
、
市
の
知
の
拠
点
と
し
て
整
備
し

た
図
書
館
機
能
を
中
心
と
す
る
教
育
と
福
祉
の
複
合
施
設
で
す
。
こ
の

施
設
は
、
冒
頭
申
し
上
げ
た
「
ア
キ
シ
マ
ク
ジ
ラ
」
の
学
名
の
一
部
を

と
っ
て
「
ア
キ
シ
マ
エ
ン
シ
ス
」
と
名
付
け
ら
れ
、
そ
の
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
に
は
、
全
長
13
・
5
m
の
ア
キ
シ
マ
ク
ジ
ラ
の
化
石
の
原
寸
大
レ
プ

リ
カ
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
の
皆
様
を
出
迎
え
て
い
ま
す
。

アキシマエンシス

アキシマクジラ原寸大レプリカ

■
人
々
が
集
う
新
た
な「
居
場
所
」：
イ
ー
ス
ト
テ
ラ
ス・サ
ブ
ス
リ
ー

市
の
西
部
に
行
政
拠
点
の
市
役
所
が
、
中
部
に
は
知
の
拠
点
の
ア
キ

シ
マ
エ
ン
シ
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
位
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
令
和
7

（
２
０
２
５
）
年
12
月
に
、
東
部
に
新
た
な
拠
点
と
し
て
「
イ
ー
ス
ト

テ
ラ
ス
・
サ
ブ
ス
リ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
愛
称
公
募
と
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
よ
り
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
施
設
は
、「
人
が
集
う
施
設

（
交
流
拠
点
）」
「
人
に
身
近
な
施
設
（
機
能
集
約
）」
「
人
が
頼
る
施

設
（
防
災
拠
点
）」
を
3
大
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
市
の
東
部
に
点
在
し
て

い
る
複
数
の
機
能
を
集
約
し
た
ほ
か
、
新
た
な
図
書
館
分
館
や
キ
ッ
ズ

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
、
子
育
て
世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が
利
用

し
や
す
い
「
居
場
所
」
と
し
て
新
設
し
、
災
害
時
に
は
安
全
な
避
難
所

及
び
災
害
対
策
本
部
の
代
替
施
設
と
し
て
の
役
割
を
担
う
機
能
も
備
え

て
い
ま
す
。

加
え
て
、
太
陽
光
発
電
に
よ
る
創
エ
ネ
と
地
中
熱
利
用
や
高
効
率
機

器
の
設
置
な
ど
に
よ
る
積
極
的
な
省
エ
ネ
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
免

震
構
造
を
採
用
し
、
こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

■
あ
き
し
ま
大
好
き
！

10
年
後
、
20
年
後
、
そ
し
て
、
30
年
後
の
市
制
施
行
1
0
0
周
年
を

目
指
し
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
先

の
市
民
生
活
環
境
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、
愛
着
と
誇
り
溢
れ
る
「
ふ

る
さ
と
昭
島
」、
多
様
性
と
意
外
性
の
あ
る
楽
し
い
ま
ち
で
あ
り
続
け

る
よ
う
市
の
魅
力
に
一
層
の
磨
き
を
か
け
、
全
て
の
市
民
の
皆
様
、
そ

し
て
、
将
来
の
世
代
に
「
住
ん
で
み
た
い　

住
み
続
け
た
い　

こ
こ
で

生
業
を
し
た
い　

生
業
を
し
続
け
た
い　

訪
れ
て
み
た
い　

昭
島
大
好

き
！
」
と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
い

る
全
て
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
各
般
に
わ
た
る
施
策

を
積
極
的
に
展
開
し
な
が
ら
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

イーストテラス・サブスリー

昭島市民くじら祭
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「
町
民
一
人
ひ
と
り
が

幸
せ
を
感
じ
る
町
」八

丈
町
長

山
下
　
奉
也

八
丈
町
は
令
和
7
（
２
０
２
５
）
年
4
月
1
日
に
町
制
施
行
70
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
教
育
施
設
を
は
じ
め
、
各
公
共
施
設
の
老
朽
化
に
よ

る
将
来
の
あ
り
方
、
少
子
化
に
よ
る
子
育
て
対
策
、
高
齢
化
に
よ
る
医

療
を
は
じ
め
と
し
た
高
齢
者
対
策
な
ど
、
行
政
課
題
が
山
積
す
る
中
、

最
重
要
課
題
で
あ
る
急
速
に
進
行
す
る
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
へ
の

課
題
、
S
D
G
s
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
や
自
治
体
D
X
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進
な
ど
の
課
題
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を
踏
ま
え
た
計
画
を
策
定
し
、

業
務
の
効
率
化
や
事
務
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
業
務
や
組
織
体
制
の
見

直
し
を
行
い
、
多
様
な
地
域
課
題
の
解
決
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
公
共
施
設
、
温
泉
運
営
、
島
内
交
通
な
ど
様
々
な
町
の
課

題
に
対
し
、
係
長
級
以
下
で
組
織
さ
れ
た
「
地
域
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
を
中
心
に
分
野
横
断
的
な
解
決
策
の
立
案
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
「
八
盛
隊
（
八
丈
島
を
盛
り
上

げ
隊
）」
と
し
て
組
織
化
、
活
用
拡
大
を
図
る
こ
と
で
、
新
た
な
地
域
活

性
化
施
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
八
丈
島
移
住

サ
ポ
ー
タ
ー
を
「
八
盛
隊
」
で
構
成
し
、
移
住
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
移
住
定
住
促
進
事
業
の
推
進
に
お
い
て
は
、
空
き
家
対
策
に
向
け

た
調
査
を
進
め
、
現
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
施
策
を
講
じ
る
こ
と

で
、
更
に
受
け
入
れ
態
勢
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

■
東
京・羽
田
空
港
か
ら
55
分
で
結
ぶ
八
丈
島

八
丈
町
は
東
京
か
ら
南
へ
2
8
7
㎞
の
黒
潮
に
浮
か
ぶ
面
積
は
約
70
㎢

の
島
で
、
伊
豆
諸
島
で
一
番
高
い
8
5
4
m
の
八
丈
富
士
と
7
0
0
m

の
三
原
山
か
ら
成
り
、
富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
と
し
て
豊
か
な
自
然

を
有
し
て
い
ま
す
。
町
の
人
口
は
令
和
7
（
２
０
２
５
）
年
9
月
1
日

現
在
、
6
7
1
7
人
で
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
の
中
、
移
住
者
が
増

え
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
大
東
建
託
株
式
会
社

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
さ
れ
た
「
街
の
幸
福
度
・
自
治
体
ラ
ン
キ
ン

グ
」
首
都
圏
版
お
よ
び
東
京
都
版
で
八
丈
町
が
1
位
を
獲
得
し
ま
し

た
。
近
年
移
住
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
八
丈
町
で
は
利
便
性
以
上
に
地

元
の
人
の
受
け
入
れ
が
幸
福
度
を
高
め
て
い
る
と
し
て
評
価
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
「
情
け
島
」
の
精
神
を
大
事
に
し
て
、
八
丈
島
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
情
報
発
信
に
お
い
て
は
、「
八

大坂トンネルからの展望

広報推進連携協定調印式
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ずいそう

丈
島
広
報
推
進
連
携
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
八
丈

島
農
業
協
同
組
合
、
八
丈
島
漁
業
協
同
組
合
、
八
丈
町
商
工
会
、
八
丈

島
観
光
協
会
、
八
丈
町
の
五
者
が
協
働
し
、
新
た
な
島
の
魅
力
や
価
値

を
創
り
あ
げ
て
い
く
と
と
も
に
、
広
報
活
動
を
強
化
、
推
進
し
て
い
く

こ
と
で
、
移
住
定
住
の
促
進
、
産
業
振
興
、
観
光
振
興
、
担
い
手
の
確

保
等
に
繋
げ
て
い
く
も
の
で
す
。
こ
の
「
八
丈
島
広
報
推
進
連
携
協

定
」
事
業
の
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
一
弾
と
し
て
、
都
立
八
丈
高

等
学
校
野
球
部
を
題
材
と
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
島
の
光

（
し
ま
の
き
ぼ
う
）
」
の
上
映
会
を
八
丈
町
多
目
的
ホ
ー
ル
お
じ
ゃ
れ

に
お
い
て
、
八
丈
町
商
工
会
と
八
丈
町
の
共
催
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
、
上
映
会
を
都
内
な
ど
島
外
に
お
い
て
も
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
知
名
度
・
認
知
度
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
で
、
八
丈
島
の
魅
力
を

よ
り
多
く
の
方
々
に
届
け
て
い
き
ま
す
。

■
豊
か
な
自
然
、文
化
を
活
用
し
た
町

八
丈
島
の
気
候
は
海
洋
性
気
候
を
呈
し
、
年
間
平
均
気
温
18
度
と
冬

暖
か
く
、
夏
涼
し
い
常
春
の
島
で
す
が
、
年
間
降
水
量
は
3
2
0
0
㎜

を
超
え
、
年
間
を
通
し
て
風
が
強
い
の
が
特
徴
で
す
。
農
業
で
は
、
温

暖
で
雨
が
多
い
と
い
う
自
然
条
件
を
生
か
し
た
花
き
園
芸
が
盛
ん
で
、

特
に
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ロ
ベ
レ
ニ
ー
と
い
う
ヤ
シ
科
の
切
葉
の
生
産
が
主

で
「
切
葉
生
産
日
本
一
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
健
康
野
菜
の

明
日
葉
や
近
年
は
皮
ま
で
食
べ
ら
れ
る
八
丈
フ
ル
ー
ツ
レ
モ
ン
の
生
産

拡
大
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
農
業
の
後
継
者
を
育
成
す
る
た

め
の
農
業
担
い
手
育
成
研
修
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、
毎
年
2
人
～
3
人

の
卒
業
生
を
送
り
出
し
、
大
き
な
成
果
を
出
し
て
い
ま
す
。
漁
業
に
お

い
て
は
、
温
暖
化
に
よ
る
海
水
温
の
上
昇
な
ど
厳
し
い
自
然
条
件
の
も

と
、
キ
ン
メ
ダ
イ
等
の
底
魚
を
主
体
と
し
て
、
ト
ビ
ウ
オ
、
ム
ロ
ア
ジ

が
水
揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。
観
光
面
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
大

変
な
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
来
島
者
数
も
回
復
し
、
島
内
の
飲

食
店
も
島
で
生
産
さ
れ
た
食
材
を
活
用
す
る
な
ど
活
気
が
出
て
い
ま

す
。
ま
た
、
令
和
7
（
２
０
２
５
）
年
10
月
に
は
八
丈
島
の
魅
力
を
発

信
で
き
る
施
設
と
し
て
、
国
登
録
有

形
文
化
財
で
あ
る
旧
八
丈
支
庁
庁
舎

を
活
用
し
た
八
丈
島
歴
史
民
俗
資
料

館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
て

い
ま
す
。
貴
重
な
資
料
の
展
示
と
公

開
に
よ
り
、
郷
土
愛
を
育
み
、
八
丈

町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
だ
け
で
は

な
く
、
今
後
の
観
光
振
興
と
し
て
八

丈
島
の
歴
史
や
文
化
の
発
信
拠
点
と

な
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。
商

工
業
で
は
、
健
康
野
菜
の
明
日
葉
の

加
工
製
品
や
焼
酎
、
く
さ
や
、
伝
統

工
芸
品
の
黄
八
丈
生
産
販
売
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
、
漁
業
、
観
光
業
な
ど
で
も
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
新
た
な
発
展
に
繋
げ
ら
れ
る
よ

う
、
東
京
都
や
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
今
後
も
産
業
の
発
展

の
た
め
、
後
継
者
の
育
成
、
基
盤
整

備
に
つ
い
て
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
と
と
も
に
、
「
町
民
一
人
ひ
と

り
が
幸
せ
を
感
じ
る
町
」
を
目
指
し
、
八
丈
島
の
魅
力
や
価
値
を
町
民

み
な
さ
ん
と
共
に
創
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
（
共
創
）。

【追
記
】

令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
10
月
の
台
風
第
22
号
・
第
23
号
に
よ
る
被

災
に
対
し
、
皆
様
か
ら
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
復
旧
・
復
興
に
向
け
、
全
島
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

八丈島歴史民俗資料館展示
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●
公
益
財
団
法
人

東
京
都
区
市
町
村
振
興
協
会
の
活
動
状
況

● 

概
要

当
協
会
は
、東
京
都
内
の
区
市
町
村
の
健
全
な
発
展
を
図

る
た
め
に
、市
町
村
振
興
宝
く
じ（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ・ハ
ロ
ウ
ィ

ン
ジ
ャ
ン
ボ
等
）の
収
益
金
等
を
活
用
し
、区
市
町
村
の
財
政

支
援
の
た
め
の
貸
付
事
業
等
、区
市
町
村
を
支
援
す
る
事
業

を
行
い
、都
民
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

○
令
和
７（
２
０
２
５
）年
度
の
事
業
活
動

令
和
７（
２
０
２
５
）年
度
に
実
施
し
た
事
業（
令
和
８

（
２
０
２
６
）年
１
月
末
現
在
）の
概
要
は
、次
の
と
お
り
で

す
。

１　

区
市
町
村
に
対
す
る
資
金
貸
付
事
業

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
宝
く
じ
の

交
付
金
を
財
源
と
し
て
、
災
害
対
策
事
業
及
び
区
市
町
村

が
緊
急
に
整
備
を
要
す
る
公
共
施
設
整
備
事
業
の
資
金
と

し
て
、
次
の
貸
付
を
行
い
ま
し
た
。

⑴
短
期
貸
付

当
該
年
度
内
に
貸
付
・
償
還
さ
れ
る
も
の
で
、
主
と
し

て
災
害
対
策
事
業
や
緊
急
の
施
設
等
整
備
事
業
の
つ
な
ぎ

資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
貸
付
総
額
50
億
円
の
枠
で
、
４
月
に

５
億
８
８
０
０
万
円
の
資
金
が
１
町
１
村
で
利
用
さ
れ
ま

し
た
。

⑵
長
期
貸
付

長
期
貸
付
対
象
は
、
地
方
債
の
届
出
、
同
意
又
は
許
可

さ
れ
た
事
業
と
し
、
貸
付
予
定
額
の
範
囲
内
で
東
京
都
に

区
市
町
村
別
の
枠
配
分
を
依
頼
し
、
そ
の
枠
配
分
に
基
づ

き
５
月
20
日
に
区
市
町
に
貸
付
を
行
い
ま
し
た
。

貸
付
額
は
、
特
別
区
が
10
区
50
億
円
、
市
町
村
が
27
市

町
村
55
億
５
８
７
０
万
円
で
総
額
１
０
５
億
５
８
７
０
万

円
で
し
た
。

〈
貸
付
利
率
〉

①
償
還
期
間
５
年
以
内
（
据
置
期
間
１
年
以
内
）

　

年
０
・
６
％

②
償
還
期
間
10
年
以
内
（
据
置
期
間
２
年
以
内
）

　

年
０
・
８
％

③
償
還
期
間
15
年
以
内
（
据
置
期
間
３
年
以
内
）

　

年
１
・
０
％

④
償
還
期
間
20
年
以
内
（
据
置
期
間
３
年
以
内
）

　

年
１
・
２
％

２　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
交
付
金
の
区
市
町
村
へ
の
交
付

事
業東

京
都
か
ら
交
付
さ
れ
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
の
収
益
金
を
、
区
市
町
村
が
行
う
地
方
財
政
法
第
32
条

に
基
づ
く
公
共
事
業
や
公
益
の
増
進
を
目
的
と
す
る
事
業

で
地
方
行
政
の
運
営
上
緊
急
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
も

の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
事
業
に
対
し
て
交
付
す
る

も
の
で
す
。

令
和
７（
２
０
２
５
）年
度
は
、
15
億
７
１
２
３
万
円
余

を
均
等
割
50
％
人
口
割
50
％
の
割
合
で
全
区
市
町
村
に
交

付
し
ま
す
。

３　

区
市
町
村
振
興
共
同
事
業
助
成

⑴
62
区
市
町
村
が
連
携
及
び
共
同
し
て
行
う
事
業
に
対
す
る

助
成

①
み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

東
京
の
62
区
市
町
村
が
連
携
・
共
同
し
て
緑
保
全
や
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
に
取
り
組
み
、
各
自
治
体
や
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
自
然
環
境
保
護
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の

推
進
を
図
る
た
め
の
事
業
に
対
し
、
総
額
１
億
４
１
２
３
万

円
を
助
成
し
ま
す
。

⑵
東
京
39
市
町
村
が
連
携
及
び
共
同
し
て
行
う
事
業
に
対
す

る
助
成

①
多
摩
・
島
し
ょ
広
域
連
携
活
動
助
成
事
業

多
摩
・
島
し
ょ
地
域
の
市
町
村
の
各
種
広
域
連
携
活
動

や
既
存
の
連
携
活
動
の
活
性
化
を
促
し
、
多
摩
・
島
し
ょ

の
魅
力
を
高
め
る
東
京
39
市
町
村
の
共
同
事
業
に

２
億
２
３
９
４
万
９
千
円
を
助
成
し
ま
す
。

②
東
京
39
市
町
村
の
自
治
に
関
す
る
調
査
研
究
等
事
業

市
町
村
の
行
財
政
等
に
関
す
る
調
査
研
究
、
情
報
提
供

及
び
普
及
啓
発
を
行
い
自
治
の
振
興
を
図
る
事
業
に
１
億

円
を
助
成
し
ま
す
。

③
多
摩
26
市
自
治
推
進
事
業

共
通
す
る
行
政
課
題
に
つ
い
て
の
政
策
提
言
等
に
よ

り
、
都
内
26
市
の
自
治
の
振
興
を
図
る
事
業
に
３
億
４
８

８
１
万
４
千
円
を
助
成
し
ま
す
。

④
多
摩
地
域
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業

東
京
都
26
市
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
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東京都区市町村振興協会の活動状況

が
閲
覧
で
き
る
よ
う
配
布
し
ま
す
。

○
令
和
８（
２
０
２
６
）年
度
の
事
業
計
画（
予
定
）

令
和
８
（
２
０
２
６
）
年
度
の
東
京
62
区
市
町
村
の
振

興
と
都
民
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
事
業
計
画
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

１　

区
市
町
村
に
対
す
る
資
金
貸
付
事
業

区
市
町
村
に
対
し
、
災
害
に
関
す
る
事
業
及
び
施
設
等

整
備
事
業
の
資
金
と
し
て
、
短
期
及
び
長
期
の
貸
付
を
行

い
ま
す
。

（参考）令和７年度の実績
○サマージャンボ・サマージャンボミニ＋クイックワン
　発売期間　令和７年７月11日から８月11日まで

✤クイックワンは８月１日〜８月31日発売分

	 売上額（都）	 63億2,278万円
	 収入額　　　	 20億1,916万円
〇ハロウィンジャンボ・ハロウィンジャンボミニ＋クイックワン
　発売期間　令和７年９月19日から10月19日まで

✤クイックワンは９月１日〜９月30日発売分

	 売上額（都）	 39億242万円
	 収入額　　	 15億7,097万円　※全額62市区町村へ交付
●貸付・助成事業（予定）
・区市町村の施設整備等への資金貸付	 105億	5,870万円
　貸付残高累計		  856億8,317万円
・区市町村共同事業への助成　	 29億	 5,208万円

事
業
に
５
０
０
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

⑤
多
摩
・
島
し
ょ
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
・
事
務
処

理
効
率
化
推
進
事
業

オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
関
す
る
事
業
の
支
援
等
に
よ
り
、
住

民
の
利
便
性
向
上
と
自
治
体
業
務
の
効
率
化
を
促
進
す
る

事
業
に
11
億
７
０
６
２
万
１
千
円
を
助
成
し
ま
す
。

⑥
東
京
都
町
村
自
治
推
進
事
業

国
等
に
対
す
る
要
望
活
動
や
行
政
課
題
に
資
す
る
各
種

の
調
査
研
究
事
業
等
を
通
じ
て
東
京
都
13
町
村
の
自
治
の

振
興
を
図
る
事
業
に
８
０
０
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

⑦
西
多
摩
及
び
島
し
ょ
地
域
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
・
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
事
業

東
京
都
13
町
村
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
事
業
に
３
９
２
万
８
千
円
を
助
成
し
ま
す
。

⑧
東
京
自
治
会
館
本
館
再
整
備
事
業

現
本
館
の
解
体
及
び
新
築
に
関
す
る
設
計
業
務
、
新
本

館
建
設
中
に
使
用
す
る
仮
設
施
設
の
設
計
業
務
及
び
そ
れ

ら
に
関
す
る
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業

務
に
３
億
９
２
０
０
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

⑨
再
整
備
を
契
機
と
す
る
新
規
共
同
事
務
の
構
築
に
関
す

る
調
査
研
究
業
務

東
京
自
治
会
館
再
整
備
を
契
機
と
し
て
、
新
た
に
実
施

す
る
共
同
事
務
の
実
施
内
容
・
体
制
等
の
構
築
に
係
る
調

査
研
究
事
業
に
７
０
０
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

⑶
23
特
別
区
が
連
携
及
び
共
同
し
て
行
う
事
業
に
対
す
る

助
成

①
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
事
業

各
区
及
び
23
特
別
区
が
全
国
各
地
域
と
連
携
・
交
流
を

さ
ら
に
深
め
、
東
京
を
含
め
た
全
国
各
地
域
の
経
済
の
活

性
化
、
地
域
の
振
興
を
図
る
事
業
に
９
７
１
４
万
１
千
円

を
助
成
し
ま
す
。

②「
特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
」事
業

特
別
区
及
び
地
方
行
政
に
関
わ
る
課
題
に
つ
い
て
、
調

査
研
究
を
行
う
事
業
に
８
９
７
９
万
７
千
円
を
助
成
し
ま

す
。

⑷
区
市
町
村
が
共
同
し
て
設
置
し
た
団
体
が
行
う
区
市
町
村

振
興
事
業
に
対
す
る
助
成

①
特
別
区
の
自
治
に
関
す
る
普
及
啓
発
等
事
業

特
別
区
制
度
に
係
る
調
査
研
究
（
特
別
区
制
度
懇
談
会

等
）、
特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
等
の

事
業
に
１
億
６
５
５
０
万
円
を
助
成
し
ま
す
。
（
公
財
）

特
別
区
協
議
会

②
東
京
39
市
町
村
の
自
治
に
関
す
る
実
態
調
査
及
び
普
及

啓
発
等
事
業

市
町
村
の
行
財
政
等
に
関
す
る
実
態
調
査
及
び
機
関
誌

の
発
行
等
の
事
業
に
１
億
２
９
５
０
万
円
を
助
成
し
ま

す
。（
公
財
）
東
京
市
町
村
自
治
調
査
会

⑸
区
市
町
村
職
員
共
同
研
修
事
業
へ
の
助
成

行
政
の
専
門
職
及
び
行
政
実
務
の
専
門
家
に
求
め
ら
れ

る
高
度
な
専
門
的
知
識
・
技
能
等
の
向
上
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
る
特
別
区
と
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
共
同
研
修

事
業
に
各
々
３
５
０
０
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

⑹
日
中
友
好
交
流
事
業
に
対
す
る
助
成

東
京
都
の
区
市
町
村
と
北
京
市
の
区
と
の
友
好
交
流
事

業
に
つ
い
て
２
１
０
０
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

４　

区
市
町
村
の
振
興
に
関
す
る
情
報
提
供
事
業

自
治
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
区
市

町
村
の
自
然
や
文
物
、
行
政
活
動
な
ど
を
幅
広
く
紹
介
す

る
区
市
町
村
の
情
報
誌
「
と
う
き
ょ
う
自
治
の
か
け
は

し
」
を
３
千
部
発
行
し
、
区
市
町
村
職
員
及
び
一
般
住
民
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⑴
貸
付
枠

貸
付
枠
は
、
短
期
貸
付
50
億
円
、
長
期
貸
付
1
0
0
億
円

⑵
貸
付
対
象
事
業

①
災
害
時
に
お
け
る
区
市
町
村
等
の
緊
急
融
資
事
業
及
び

災
害
防
止
対
策
事
業
等

②
区
市
町
村
等
に
お
け
る
緊
急
に
整
備
を
要
す
る
施
設
等

整
備
事
業
（
た
だ
し
、
長
期
貸
付
に
あ
っ
て
は
、
地
方

債
の
届
出
、
同
意
又
は
許
可
を
受
け
て
い
る
事
業
）

⑶
貸
付
利
率

短
期
貸
付　

貸
付
日
の
財
務
省
財
政
融
資
資
金
満
期
一

括
償
還
５
年
以
内
の
貸
付
利
率
を
下
回
る
率
（
た
だ
し
、

当
該
財
政
融
資
資
金
の
貸
付
利
率
が
０
・
01
％
未
満
の
場

合
に
つ
い
て
は
、
当
該
財
政
融
資
資
金
の
貸
付
利
率
と
同

率
）。
災
害
関
連
事
業
は
利
息
免
除
。

長
期
貸
付　

償
還
期
限
を
５
年
、
10
年
、
15
年
及
び
20

年
の
４
種
類
と
し
、
財
務
省
財
政
融
資
資
金
の
同
一
償
還

期
限
の
貸
付
利
率
を
下
回
る
率
（
た
だ
し
、
当
該
財
政
融

資
資
金
の
貸
付
利
率
が
０
・
01
％
未
満
の
場
合
に
つ
い
て

は
当
該
財
政
融
資
資
金
の
貸
付
利
率
と
同
率
）
。

２　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
交
付
金
の
区
市
町
村
へ
の
交
付
事

業
令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
度
発
売
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ

ン
ボ
宝
く
じ
等
収
益
に
係
る
東
京
都
交
付
金
を
均
等
割

50
％
、
人
口
割
50
％
の
割
合
で
全
て
の
区
市
町
村
に
交
付

し
ま
す
。

３　

区
市
町
村
振
興
共
同
事
業
助
成

⑴
62
区
市
町
村
が
連
携
及
び
共
同
し
て
行
う
事
業
に
対
す
る

助
成み

ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

⑵
東
京
39
市
町
村
が
連
携
及
び
共
同
し
て
行
う
事
業
に
対
す

る
助
成

①
多
摩
・
島
し
ょ
広
域
連
携
活
動
助
成
事
業

②
東
京
39
市
町
村
の
自
治
に
関
す
る
調
査
研
究
等
事
業

③
多
摩
26
市
自
治
推
進
事
業

④
多
摩
地
域
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業

⑤
東
京
都
町
村
自
治
推
進
事
業

⑥
西
多
摩
及
び
島
し
ょ
地
域
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
・
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
事
業

⑦
東
京
自
治
会
館
本
館
再
整
備
事
業

⑧
再
整
備
を
契
機
と
す
る
新
規
共
同
事
務
の
構
築
に
関
す

る
調
査
研
究
業
務

⑶
23
特
別
区
が
連
携
及
び
共
同
し
て
行
う
事
業
に
対
す
る

助
成

①
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
事
業

②「
特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
」
事
業

⑷
区
市
町
村
が
共
同
し
て
設
置
し
た
団
体
が
行
う
区
市
町
村

振
興
事
業
に
対
す
る
助
成

①
特
別
区
の
自
治
に
関
す
る
普
及
啓
発
等
事
業

②
東
京
39
市
町
村
の
自
治
に
関
す
る
実
態
調
査
及
び
普
及

啓
発
等
事
業

⑸
区
市
町
村
職
員
共
同
研
修
事
業
に
対
す
る
助
成

行
政
の
専
門
職
及
び
行
政
実
務
の
専
門
家
と
し
て
求
め

ら
れ
る
高
度
な
専
門
的
知
識
・
技
能
等
の
向
上
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
る
区
市
町
村
職
員
共
同
研
修
事
業

⑹
日
中
友
好
交
流
事
業
に
対
す
る
助
成

都
内
区
市
町
村
と
北
京
市
の
区
と
の
間
の
友
好
交
流
事

業
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人
々
の
暮
ら
し
に
身
近
な
存
在
で
あ
る
木
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
物
質
的
に
支

え
る
と
と
も
に
、
快
適
で
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
創
出
す
る
大
切
な
資
源
で
す
。

私
た
ち
は
、
そ
の
恩
恵
を
享
受
す
る
だ
け
で
な
く
、
木
を
守
り
、
活
か
す
取
組
を

通
じ
て
地
球
環
境
の
保
全
に
努
め
、
次
世
代
へ
と
受
け
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

今
号
で
は
、「
木
へ
の
想
い
」を
テ
ー
マ
に
、「
表
紙
」及
び「
グ
ラ
ビ
ア
」に
お
い

て
、
森
林
の
循
環
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
の
創
出
や
、
他
自
治
体
と
の
連
携
、
多
摩

産
材
の
活
用
な
ど
の
取
組
を
各
自
治
体
の
皆
様
に
御
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
令

和
元
年
度
に
創
設
さ
れ
た
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
取
組
も
あ
り
、
今
後
、

様
々
な
取
組
が
一
層
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、「
論
考
」で
は
、
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
の
腰
原
幹
雄
教
授
に
ご
寄

稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
木
は
、
伐
採
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
新
た
な
植
林
が
可
能

と
な
り
、
地
球
環
境
問
題
に
も
寄
与
す
る
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
循
環
利
用
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、
都
市
部
に
お
い
て

も
木
材
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
方
法
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
木
造
建
築
で
実
現
で
き
な
か
っ
た
用
途
や
規
模

の
建
築
で
の
木
材
活
用
に
よ
る「
都
市
木
造
」が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
く
と

と
も
に
、
木
が
持
つ
新
た
な
可
能
性
が
感
じ
ら
れ
、
今
後
の
更
な
る
活
用
に
期
待

が
膨
ら
み
ま
す
。

「
木
へ
の
想
い
」を
テ
ー
マ
と
し
た
本
号
が
、
今
後
、
私
た
ち
が
木
と
ど
の
よ
う

に
関
わ
り
、
ど
の
よ
う
な
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
考

え
る
契
機
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
度
は
御
多
用
の
中
、
快
く
記
事
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
執
筆
者
の
皆
様
及
び
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

編

集

後

記

宝
く
じ

幸
運
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

◆
宮
崎　

悠
哉（
み
や
ざ
き　

ゆ
う
や
）

趣　

味
：
フ
ィ
ギ
ュ
ア
収
集
、
ゴ
ル
フ

特　

技
：
歌
を
歌
う
こ
と
、
怪
獣
の
も
の

ま
ね
、
水
泳

抱　

負
：
こ
れ
か
ら
日
本
全
国
の
皆
さ
ま
に

お
会
い
で
き
る
こ
と
を
、と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。宝
く
じ

を
通
し
て
、幸
運
と
夢
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
、ジ
ャ
ン
ボ
級
の
熱
意

を
持
って
、全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

	

ど
う
か
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

	

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
宝
く
じ
に
関
す
る
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
お
手
伝
い
や
、
宝
く
じ
抽
せ
ん
会
で
の
司
会

の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

令
和
7
年
度
か
ら「
宝
く
じ
幸
運
の
女
神
」が「
宝
く
じ

幸
運
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
第
1
期
に
選
ば
れ
た
5
名
の「
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」

の
う
ち
東
京
都
在
住
の
宮
崎
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
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